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1
現
景
観
の
観
察
・
測
定
に
も
と
つ
く

朝
堂
院
・
内
裏
・
宮
域
お
よ
び
右
京
「
作
り
道
」
考
一

足

ロ禾

健

亮

【
要
約
】
　
～
万
分
ノ
一
空
中
写
真
に
よ
る
道
路
・
畦
畔
・
溝
渠
・
微
地
形
の
検
討
と
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
た
必
要
笛
所
の
現
地
観
察
・
測
定
と
い
う

方
法
で
、
恭
仁
宮
朝
堂
院
噂
内
裏
・
大
内
裏
（
宮
域
）
プ
ラ
ン
お
よ
び
京
内
の
主
要
道
路
の
復
原
を
試
み
た
。

　
そ
の
結
果
、
e
東
西
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
、
四
周
を
自
然
ま
た
は
人
工
的
小
崖
や
明
瞭
な
畦
溝
で
区
釦
ら
れ
た
、
朝
堂

院
祉
と
考
え
ら
れ
る
平
坦
な
面
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
⇔
そ
の
推
定
朝
堂
院
祉
の
北
に
ほ
ぼ
接
す
る
位
置
に
、
一
辺
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形

プ
ラ
ン
に
合
致
す
る
下
溝
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
範
囲
を
内
裏
と
推
定
す
る
に
至
っ
た
。
㊧
推
定
朝
堂
院
・
内
裏
を
申
心
と
し
て
、
方
言
町
の
恭
参
宮
域

（
大
内
裏
）
を
図
上
で
画
定
し
、
そ
の
当
否
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
道
路
・
磁
器
等
の
地
割
、
地
形
、
地
名
の
い
ず
れ
の
点
か
ら
み
て
も
、
そ
の
区
画
は

宮
域
と
考
え
る
の
に
妥
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
㈲
さ
ら
に
恭
仁
京
宮
島
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
木
津
地
区
に
、
お
そ
ら
く
恭
仁

京
時
代
に
作
ら
れ
、
同
時
代
に
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
道
路
堤
を
見
還
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
山
背
と
大
和
と
を
結
ぶ
交

通
路
に
関
す
る
｝
つ
の
見
解
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
五
二
巻
三
号
．
一
九
大
九
年
五
月

［
、
は
　
じ
　
め
　
に

　
恭
仁
京
は
、
周
知
の
よ
う
に
天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）
末
か
ら
わ
ず

か
三
年
間
の
短
命
な
都
で
あ
っ
た
。
聖
武
天
皇
は
同
年
一
〇
月
末
に

発
し
て
関
東
を
一
巡
し
、
一
二
月
一
五
日
、
山
背
国
相
楽
郡
玉
井
頓
宮

か
ら
恭
仁
宮
に
入
っ
て
そ
の
経
営
に
着
手
す
る
が
、
そ
れ
か
ら
三
年

後
の
廃
都
、
お
よ
び
廃
都
後
の
大
極
殿
の
処
置
に
至
る
概
略
の
経
過

は
、
『
聖
日
本
紀
』
の
次
の
記
事
に
よ
っ
て
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
天
平
一
二
年
＝
一
月
一
五
日
「
皇
帝
在
レ
前
幸
昌
恭
仁
宮
一
。
習
作
昌
京
都
一

等
。
太
上
天
皇
皇
盾
在
レ
後
黒
黒
。
」
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天
平
二
二
年
＝
月
一
二
日
「
天
皇
勅
許
。
　
号
為
二
大
養
徳
恭
仁
大
宮
一

也
。
」

　
天
平
一
五
年
　
二
日
μ
二
｛
ハ
R
［
「
初
壌
一
｝
平
城
大
飯
陶
殿
晶
升
歩
廊
一
。
遷
』
嘘
廻
於

恭
仁
宮
一
四
訓
年
於
三
一
。
其
功
三
三
爽
。
用
度
所
レ
費
不
レ
可
一
…
勝
計
～
。
至
レ
是

更
造
二
紫
香
楽
宮
一
。
彷
停
昌
恭
仁
宮
造
作
一
焉
。
」

　
天
平
一
六
年
二
月
二
〇
日
「
運
昌
恭
仁
宮
高
御
座
丼
大
楯
於
難
波
宮
㎜
。
」

　
天
平
｛
六
年
二
月
二
六
日
「
左
大
臣
幽
旦
瓢
勅
…
瓜
。
・
今
以
二
難
波
堂
ゴ
｛
疋
為
二

皇
都
｝
。
冠
¶
知
昌
此
状
一
。
京
戸
百
姓
任
レ
意
往
来
よ
。
」

　
天
平
一
八
年
九
月
二
九
日
「
恭
直
宮
大
三
殿
施
ゴ
入
国
分
寺
一
。
」

　
こ
の
恭
仁
京
の
中
心
施
設
た
る
朝
堂
院
、
内
裏
、
お
よ
び
大
内
裏

（
宮
域
）
の
四
至
の
考
定
を
試
み
る
こ
と
が
小
稿
の
主
た
る
目
的
で
あ

る
が
、
そ
れ
ら
の
考
定
作
業
の
鍵
は
、
現
存
す
る
国
分
寺
金
堂
趾
土

壇
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
京
都
府
相
楽
郡
加
茂
町
瓶
原
地
区
コ

ア
ザ
中
切
の
、
恭
仁
小
学
校
の
北
に
接
し
て
位
置
す
る
問
題
の
金
堂

祉
土
壇
は
、
　
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
』
第
四
冊
（
大
正
一
二

年
）
所
収
の
「
瓶
原
国
分
寺
趾
」
の
報
文
に
よ
る
と
、
東
西
約
三
五

間
、
南
北
約
一
五
間
、
高
さ
三
、
四
尺
と
測
ら
れ
て
お
り
　
（
私
の
測

定
に
よ
る
と
東
西
穴
一
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
三
メ
ー
ト
ル
で
、
落
文
の
数
値

と
や
や
異
な
る
）
、
さ
ら
に
同
報
文
は
塔
趾
土
壇
と
の
位
置
関
係
、
出

土
遺
物
の
検
討
な
ど
を
経
て
、
こ
れ
を
属
分
寺
金
堂
赴
と
認
め
る
立

場
に
た
っ
た
上
で
、
　
「
こ
の
堂
が
国
分
寺
の
金
堂
祉
な
り
と
せ
ぱ
、

ま
さ
に
天
平
一
八
年
に
施
入
せ
ら
れ
し
恭
仁
宮
の
大
極
殿
に
外
な
ら

ざ
る
を
以
て
、
そ
の
示
す
処
同
宮
殿
の
規
模
を
窺
ふ
の
資
と
も
な
る

可
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
恭
仁
京
の
研
究
を
発
表
し
た
学
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

右
の
報
文
と
同
じ
よ
う
に
、
金
堂
肚
土
壇
を
即
ち
大
極
殿
肚
土
壇
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

考
え
る
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
私
も
土
壇
－
金
堂
肚
－
大
極
殿
趾
と

い
う
考
え
を
支
持
す
る
。
し
か
し
一
方
、
よ
り
慎
重
な
立
場
に
た
つ

も
の
と
し
て
、
残
存
す
る
金
堂
趾
土
壇
が
、
同
時
代
の
、
例
え
ば
平
城

宮
第
二
次
大
極
殿
の
東
酉
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
五
メ
ー
ト

ル
（
図
上
概
略
測
値
）
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
土
壇
に
比
し
て
大
き
す
ぎ

る
か
ら
、
金
堂
趾
を
大
極
殿
肚
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
疑
問
で
あ
る

と
い
う
見
解
や
、
先
に
引
用
し
た
「
大
極
殿
施
司
入
国
分
寺
こ
と
い

う
記
事
だ
け
で
金
堂
と
大
極
殿
と
を
イ
コ
ー
ル
で
結
ぶ
こ
と
は
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
い
と
い
う
見
解
が
、
今
日
で
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
レ

ベ
ル
で
は
、
こ
れ
ら
の
慎
重
な
見
解
を
は
っ
き
り
否
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
私
は
」
こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
で
は
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
な

か
っ
た
方
法
、
つ
ま
り
一
万
分
の
一
空
中
写
真
に
よ
る
道
路
．
畦
畔
・
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溝
渠
・
微
地
形
の
検
討
と
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
た
必
要
箇
所
の
現

地
観
察
・
測
定
と
い
う
方
法
で
、
聞
題
の
金
堂
趾
土
壇
周
辺
に
、
朝

堂
院
プ
ラ
ン
の
痕
跡
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
土
地
割
線
を
追

求
し
、
朝
堂
院
プ
ラ
ン
の
原
形
を
推
考
す
る
こ
と
か
ら
以
下
の
稿
を

進
め
る
。
そ
の
過
程
を
通
じ
て
、
金
堂
鮭
土
壇
を
即
ち
大
極
殿
趾
土

壇
と
す
る
根
拠
が
、
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
つ
い

で
考
定
し
た
朝
堂
院
プ
ラ
ン
を
手
が
か
り
に
し
て
内
裏
・
宮
域
の
四

至
を
予
想
し
、
そ
の
予
想
線
に
合
致
す
る
土
地
割
線
等
の
地
表
遺
構

㎞0層　　　　　　　20

一

｛
』
武川頽

（第1次）　　　　　　　　　（第2次）
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
内
裏
・
宮
域
の
考
定
を
試
み
、
さ

ら
に
一
部
京
域
内
の
注
目
す
べ
き
遣
構
の
指
摘
と
検
討
に
進
み
た
い

と
思
う
。

　
先
に
引
用
し
た
天
平
一
五
年
末
の
恭
仁
富
造
作
停
止
の
記
事
中
に

は
、
平
城
宮
の
大
極
殿
・
歩
廊
を
壊
し
て
恭
鴨
宮
に
遷
し
た
こ
と
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、
同
時
代
の

平
城
宮
お
よ
び
聖
武
朝
難
波
宮
と
恭
仁
宮
の
プ
ラ
ン
が
極
め
て
近
似

の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
予
想
し
う
る
こ
と
で
あ
り
、
考
定
に

　
　
　
　
当
っ
て
常
に
そ
の
近
似
性
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
こ
と

　
　
　
　
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
巨第1図　平域宮朝堂院ブランとeeffI

　
ま
た
第
1
図
は
平
城
宮
肚
の
空
中
写
真
か
ら
第
一
次

朝
堂
院
ブ
ラ
ン
と
密
接
な
関
係
の
あ
る
畦
畔
、
お
よ
び

第
二
次
朝
堂
院
プ
ラ
ン
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
平
城
宮
に
お
け
る
発
掘
調
査
は
、
地
表
に
遺
存
す

る
畦
・
溝
等
の
遺
構
が
、
地
下
遺
構
と
密
接
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら
に
念
を
い
れ
て
証
明
し
つ

つ
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
私
が
以
下
の
考
察
を
は
じ
め

る
に
当
っ
て
誠
に
有
効
な
ヒ
ン
ト
を
あ
た
え
て
く
れ

た
。
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二
、
朝
堂
院
の
考
定

　
恭
仁
宮
大
極
殿
お
よ
び
朝
堂
院
に
関
す
る
『
続
日
本
紀
』

に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

の
記
事

天
平
一
五
年
正
月
三
日
「
天
皇
御
昌
大
極
殿
一
。
百
官
朝
賀
。
」

天
平
一
六
年
正
月
一
日
「
饗
　
五
位
已
上
於
朝
堂
一
。
」

天
平
一
六
年
閏
正
月
一
日
「
詔
喚
コ
会
百
官
於
朝
堂
一
。
問
日
。

…
…
」
．

従
っ
て
朝
堂
院
の
整
備
は
充
分
に
進
ん
で
い
た
と
み
な
し
て
よ
い
。

鹿

）一一一一一一一一一一一一一一一一一一

第2図　想定恭仁宮朝堂院付近の道路・畦溝と微地形

　　　　（ABC・…・・は面を，イロハ……は点をあら

　　　　わす記号として用いてある。）　一
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さ
て
、
第
2
図
は
空
中
写
真
か
ら
意
味
の
あ
る
線
を
抜
ぎ
出
し
て

作
製
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
示
し
た
よ
う
に
国
分
寺
蛙
土
壇
簸
想

定
恭
仁
宮
大
極
殿
趾
土
壇
を
い
ま
A
面
と
仮
称
す
る
。
A
面
の
南
は

恭
仁
小
学
校
の
敷
地
で
、
小
学
校
の
南
辺
に
は
、
ほ
ぼ
東
西
方
向
に

道
路
イ
ー
ロ
が
通
じ
て
い
る
。
そ
の
道
路
上
の
一
点
ハ
か
ら
南
し
て

点
二
に
至
る
線
も
道
路
で
あ
り
、
こ
れ
を
北
へ
延
長
す
る
と
ほ
ぼ
A

面
の
中
軸
線
に
な
り
、
南
は
木
津
川
を
曾
て
て
条
璽
制
の
坪
を
分
つ

畦
畔
に
続
く
。
こ
の
バ
ー
二
線
（
道
路
〉
は
、
　
『
京
都
府
幸
手
区
割
』

に
よ
る
と
、
か
つ
て
俗
に
「
朱
雀
村
筋
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
い
、
河

原
集
落
の
東
北
部
（
難
中
B
面
付
近
）
に
は
さ
ら
に
「
し
ゅ
し
ゃ
か

（
朱
雀
）
、
　
し
ゅ
し
ゃ
か
か
い
と
（
朱
雀
垣
外
）
、
　
し
ゅ
し
ゃ
か
む

ら
（
朱
雀
村
）
、
し
ゅ
し
ゃ
か
し
ろ
（
朱
雀
城
）
等
の
名
」
が
あ
っ

　
　
　
③

た
と
い
う
。
現
在
、
聴
販
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
コ
ア
ザ
の
的
確
な
範

囲
を
確
認
す
る
こ
と
は
極
め
て
む
つ
か
し
い
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の

名
称
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
と
り
あ
え
ず

バ
ー
二
線
を
朱
雀
大
路
な
い
し
そ
の
延
長
線
相
当
の
も
の
と
み
な
す

こ
と
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
線
は
ま
た
、
谷
岡
武
雄
氏
の
復
原
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

里
区
画
に
従
え
ば
里
界
線
に
も
相
当
す
る
。

　
こ
の
バ
ー
二
線
に
並
行
す
る
ホ
ー
へ
線
、
ト
ー
チ
線
は
、
い
ず
れ

も
二
点
間
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
お
い
て
西
方
へ
張
り
出
し
て
は
い
る
が
、

全
体
と
し
て
南
北
に
通
ず
る
も
っ
と
も
注
目
に
値
す
る
畦
畔
で
あ
る
。

こ
の
艶
本
の
畦
畔
は
、
不
用
意
に
み
る
と
、
南
か
ら
木
惨
川
を
越
え

て
北
上
す
る
条
里
の
坪
界
線
と
即
断
し
て
し
ま
う
結
果
に
終
る
が
、

注
意
深
く
み
る
と
、
条
里
坪
界
線
よ
り
ホ
ー
へ
線
は
や
や
東
に
、
ト

ー
チ
線
は
や
や
西
に
寄
っ
て
お
り
、
従
っ
て
ホ
ー
へ
線
と
バ
ー
二
線
、

バ
ー
二
線
と
ト
ー
チ
線
の
間
隔
は
、
共
に
条
里
制
下
の
一
町
一
－
一
〇

九
メ
ー
ト
ル
よ
り
狭
い
こ
と
に
気
が
つ
く
の
で
あ
る
。
現
地
で
点
へ

と
点
チ
の
闘
隔
を
実
測
し
た
と
こ
ろ
一
九
九
・
八
メ
ー
ト
ル
、
つ
ま

り
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
値
が
得
ら
れ
、
確
か
に
条
里
区
画
の
二
町
・

よ
り
約
一
八
メ
ー
ト
ル
短
い
こ
と
を
知
っ
た
。

　
ホ
ー
へ
、
　
へ
ー
チ
、
チ
レ
ト
の
各
線
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
部
分
を

全
体
と
し
て
C
面
匙
仮
称
す
る
と
、
こ
の
面
は
ほ
ぼ
イ
ー
ロ
道
路
を

境
に
北
高
南
低
の
若
干
の
比
高
差
が
あ
る
ほ
か
は
、
極
め
て
平
坦
な

面
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。
C
面
お
よ
び
そ
の
周
辺
は
、

木
津
川
右
岸
の
段
丘
面
上
に
当
る
が
、
空
中
写
真
判
読
お
よ
び
現
地

踏
査
の
結
果
、
自
然
の
状
態
で
は
、
C
面
の
北
半
部
は
西
高
東
低
、

逆
に
南
半
部
は
わ
ず
か
な
が
ら
東
高
西
低
の
傾
斜
が
あ
っ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
現
状
は
、
点
ホ
付
近
で
は
西
側
お
よ
び
北
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側
の
高
い
面
、
す
な
わ
ち
E
、
F
面
と
、
低
い
C
面
と
の
間
に
二
・

五
メ
ー
ト
ル
前
後
の
比
高
が
あ
っ
て
、
D
面
の
部
分
に
土
砂
の
削
除

と
い
う
人
工
的
平
坦
化
作
用
の
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
（
写
真

－
）
、
逆
に
南
の
方
の
点
へ
付
近
で
は
○
・
八
メ
ー
ト
ル
の
比
高
で
西

側
が
落
ち
て
い
る
こ
と
（
写
真
2
）
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
C
面
の
東

写真1　D面とF面の比高（D灘南西端から北向。左側叢叢はE面）

㌦
．

辺
で
は
、
北
方
の
点
ト
付
近
で
東
側
が
落
ち
て
高
い
K
面
と
の
問
に

若
干
の
比
高
を
生
み
、
南
方
の
点
チ
付
近
で
は
○
・
五
メ
ー
ト
ル
の

比
高
で
西
側
が
け
ず
り
と
ら
れ
（
写
真
3
）
、
結
局
点
ホ
と
点
ト
、
点

へ
と
点
チ
の
間
が
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
平
坦
に
な
る
よ
う
に
作
為
さ
れ
て

い
る
と
い
う
興
味
あ
る
事
実
が
確
認
さ
れ
た
。

写真2　推定朝堂院西辺の比高（点へから北向）

　
次
に
q
と
q
．
．
Q
と
q
を
そ
れ
ぞ
れ

分
け
る
畦
畔
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
こ

の
二
本
の
畦
畔
の
う
ち
で
は
前
者
つ
ま

り
q
と
q
を
分
け
る
線
が
よ
り
明
瞭
で

あ
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
も
、
不
用
意
に

空
中
写
真
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
線
を

条
里
の
半
折
型
地
割
の
坪
の
半
折
線
と

解
し
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
し
か

し
よ
く
み
る
と
q
面
と
ら
面
の
東
西
幅
、

q
面
と
Q
面
の
東
西
幅
は
決
し
て
等
し

く
な
く
、
バ
ー
二
線
に
対
し
て
内
側
の

q
面
と
蝿
面
の
東
西
幅
が
広
く
て
ほ
ぼ

等
し
く
、
外
側
の
q
面
・
Q
面
の
幅
が

狭
く
て
等
し
く
、
全
体
と
し
て
バ
ー
二
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線
を
は
さ
ん
で

対
心
的
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
く
。
実

測
の
結
果
は
、

q
面
の
東
西
間

隔
五
八
メ
ー
ト

ル
、
q
面
の
東

西
間
隔
四
四
メ

ー
ト
ル
で
、
確

か
に
広
狭
の
差

が
あ
っ
た
。
し

か
も
q
～
q
の

各
面
に
比
高
差

が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
こ
の
q
と
Q
の
二
面
を
並
べ
た
幅
の
突
出
部
H
面
が
、
へ

ー
チ
線
以
南
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
正
確
に

い
う
と
こ
の
H
面
の
東
西
間
隔
は
中
央
の
バ
ー
二
道
路
幅
も
加
え
て

約
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
間
隔
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
北

接
す
る
C
面
よ
り
は
一
段
低
く
、
南
接
す
る
1
面
よ
り
は
明
ら
か
に

一
段
高
い
の
で
あ
る
。

　
次
い
で
C
面
東
西
辺
、
つ
ま
り
ホ
ー
へ
線
と
ト
ー
チ
線
の
南
へ
の

延
長
部
分
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
ホ
ー
へ
線
（
畦
畔
）
は
点
へ
か
ら
南

下
し
、
途
中
か
ら
南
々
東
方
向
へ
屈
折
し
、
点
り
に
至
っ
て
終
り
、

そ
れ
以
南
へ
は
続
か
な
い
。
た
だ
し
こ
の
へ
ー
リ
畦
畔
の
東
西
で
比

高
が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
傾
斜
変
換
線
は
や
や
西
方
に
曲
折
し
な
が

ら
並
行
す
る
ヌ
ー
ル
線
で
あ
る
。
一
方
ト
ー
チ
線
は
点
チ
か
ら
南
下

す
る
に
つ
れ
て
わ
ず
か
に
西
へ
轡
難
し
な
が
ら
点
ヲ
に
達
し
、
や
は

り
そ
れ
以
南
へ
は
続
か
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
北
上
し
た
条
里
坪
界

線
は
そ
れ
ぞ
れ
ル
、
ワ
の
点
で
終
っ
て
北
へ
は
続
か
ず
、
か
く
て
ル

ー
ワ
を
結
ぶ
線
の
南
北
で
は
、
明
瞭
な
地
割
の
く
い
ち
が
い
が
認
め

ら
れ
る
。
そ
の
く
い
ち
が
い
は
点
ヲ
と
点
ワ
の
間
で
約
二
七
メ
ー
ト

ル
を
は
か
る
。
こ
の
ば
あ
い
点
り
付
近
で
は
南
北
つ
ま
り
一
、
B
両

面
間
の
比
高
は
一
・
八
メ
ー
ト
ル
を
は
か
る
が
、
点
ヲ
、
ワ
付
近
で

は
○
・
七
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
ず
、
明
瞭
な
傾
斜
変
換
線
は
少
な
く
と

も
あ
と
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
に
な
る
か
ら
、
こ
の
ル
ー
ワ
線
で
地

割
が
く
い
ち
が
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
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ら
ず
右
の
よ
う
な
く
い
ち
が
い
の
事
実
が
あ
り
、
そ
し
て
バ
ー
二
線

を
は
さ
ん
で
対
蹟
的
に
ヘ
ー
リ
ー
ヲ
ー
チ
の
ほ
ぼ
平
坦
な
地
割
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
は
、
特
別
な
注
意
を
払
っ
て
よ
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
ば
あ
い
、
点
り
は
先
述
の
よ
う
に
そ
こ
か
ら
北
向
す
る
畦
畔
の

東
西
に
比
高
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
か
ら
、
こ
れ

を
や
や
西
方
へ
移
し
、
点
ル
と
の
ほ
ぼ
中
間
点
、
つ
ま
り
ホ
ー
へ
線

を
ま
っ
す
ぐ
南
下
さ
せ
た
仮
想
線
と
ル
ー
ワ
線
と
の
交
点
と
す
る
こ

と
に
約
束
し
て
以
下
の
記
述
を
進
め
る
。
す
な
わ
ち
以
下
、
点
り
は

図
示
し
た
位
置
よ
り
若
干
西
方
と
す
る
。
な
お
ヘ
ー
チ
線
と
リ
ー
ヲ

線
間
の
南
北
距
離
は
約
～
二
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
北
方
の
A
面
周
辺
に
目
を
転
じ
て
、
観
察
お
よ
び
測
地
結

果
を
示
す
と
以
下
の
如
く
に
な
る
。
既
に
一
度
触
れ
た
よ
う
に
、
A

面
の
西
方
に
は
D
面
が
あ
る
が
、
こ
の
A
・
D
両
面
の
高
さ
は
岡
じ

で
あ
り
、
両
者
の
間
に
は
帳
三
四
・
七
メ
ー
ト
ル
を
測
る
一
段
低
い

面
が
介
在
す
る
。
そ
の
低
い
面
は
A
面
の
北
側
に
ま
わ
っ
て
や
や
編

を
せ
ば
め
、
」
面
と
A
面
と
の
間
隔
は
三
三
・
一
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

J
面
は
A
・
D
各
面
と
ほ
ぼ
等
し
い
高
さ
の
面
で
あ
る
。
こ
の
低
い

面
が
さ
ら
に
A
面
の
東
側
に
ま
わ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
し
か

し
そ
の
部
分
は
、
御
霊
神
社
お
よ
び
参
道
、
国
分
寺
冷
涼
土
壇
（
第

2
図
T
面
）
な
ど
、
恭
仁
京
時
代
以
後
の
造
作
が
著
し
い
た
め
に
測
定

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
で
み
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
爾
方

の
D
面
に
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
高
さ
の
K
面
が
神

社
の
東
方
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
概
要
以
上
の
よ
う
な
調
査
の
結
果
、
ホ
ー
リ
ー
ヲ
ー
ト
を
結
ん
だ

部
分
か
ら
北
西
隅
の
D
面
、
北
東
隅
の
K
面
（
そ
の
西
端
線
は
神
社
に

か
か
っ
て
不
明
）
を
除
く
と
、
こ
れ
が
諸
事
趾
で
調
査
さ
れ
、
明
ら
か

に
さ
れ
つ
つ
あ
る
朝
堂
院
に
、
は
な
は
だ
類
似
の
形
態
に
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
平
城
宮
朝
堂
院
の
測

値
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

　
平
城
宮
朝
堂
院
の
数
値
と
し
て
は
、
先
に
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報

告
』
（
以
下
『
報
告
轡
』
と
略
す
）
の
H
で
、

　
第
一
次
朝
堂
院
東
西
輻
一
二
五
メ
ー
ト
ル

　
第
二
次
朝
堂
院
東
西
幅
一
　
一
八
五
メ
ー
ト
ル

と
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
の
外
周
を
か
た
ど
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
畦
・
溝
、
つ
ま
り
地
表
遺
構
の
測
定
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
こ
の
測
定
に
も
と
づ
い
て
、
前
者
は
六
九
〇
天
平
尺
、

後
者
は
六
〇
〇
天
平
尺
と
い
う
東
西
幅
で
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
考
定

　
　
⑤

さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
第
二
次
朝
堂
院
東
西
幅
は
、
後
述
す
る
内
裏
の
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．
発
掘
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
第
二
次
朝
堂
院
南
北
幅
に
つ
い
て
も
、
同
じ
く
『
報
告

書
』
の
皿
で
、
一
、
六
五
〇
天
平
尺
と
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
既
に
述
べ
た
よ
う
に
ホ
ー
リ
ー
ヲ
ー
ト
区
画
の
東

西
幅
は
、
へ
ー
チ
の
と
こ
ろ
で
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
約
六
八
○
天
平

尺
）
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
区
画
は
そ
の
南
端
部
で
や
や
せ
ば
ま

っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
か
ら
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う

の
は
可
能
な
最
大
の
数
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
の
地
表
施

設
は
、
平
城
宮
の
地
表
・
地
下
測
値
の
差
を
考
え
る
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
よ
り
か
な
り
狭
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ

ろ
う
。
強
い
て
い
え
ば
、
平
城
宮
第
二
次
朝
堂
院
の
東
西
幅
に
か
な

り
近
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
ま
で
の
推
測
は
つ
つ
し

む
と
し
て
も
、
と
も
か
く
こ
の
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
幅
は
条
里

．
条
坊
制
下
の
二
町
よ
り
明
ら
か
に
狭
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
平

城
宮
第
一
次
と
第
二
次
の
朝
堂
院
の
東
西
間
隔
（
畦
畔
間
隔
）
の
ほ

ぼ
中
間
値
で
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
事
実
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、

詣
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
次
に
J
面
南
限
線
と
リ
ー
ヲ
線
と
の

間
の
南
北
間
隔
を
、
東
西
間
隔
の
実
測
値
を
も
と
に
空
中
写
真
上
で

測
る
と
、
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
一
、
六
九
五
天
平
尺
）
と
な
る
。
こ

れ
は
平
城
宮
第
二
次
朝
堂
院
の
推
定
南
北
間
隔
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

あ
る
。
へ
団
チ
線
と
リ
ー
ヲ
線
の
間
の
南
北
間
隔
が
実
測
値
で
＝
一

六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
こ
の
長
さ
も
ま
た
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

城
宮
寺
二
次
朝
堂
院
朝
集
殿
地
区
の
南
北
間
隔
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
数

値
を
示
す
。
さ
ら
に
、
C
断
つ
ま
り
ホ
ー
ヘ
ー
チ
ー
ト
区
画
内
が
ほ

ぼ
イ
ー
三
線
を
境
に
北
高
南
低
の
比
高
差
を
有
す
る
二
面
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
の
付
近
の
微
地
形
は
、
小
学
校
設
立

に
と
も
な
っ
て
変
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
、
安
易
な
測
定
結
果

ロ
　
ヨ
当
馬
　
　
コ
ロ
ロ
コ
ロ
ロ
　
　
ユ
サ
　

　
｝
　
一

億」三カ

D

レ
「
　
　
1

1

IX

　
　
ヨ

■
■
一
」

第3図 想定恭仁宮大極殿地区の道路と畦畔
（小学校設立前の地籍図による）

ホ

タ

’
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は
説
得
力
を
持
た
な
い
が
、
一
応
現
状
は
、
小
学
校
面
と
イ
ー
ロ
道

路
面
の
比
高
が
一
・
五
メ
ー
ト
ル
を
示
し
て
い
る
。
第
3
図
は
小
学

校
が
で
き
る
以
前
の
畦
畔
を
地
籍
図
に
よ
っ
て
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
、
ほ
ぼ
D
面
に
相
当
す
る
幅
の
地
条
が

ヨ
ー
タ
線
、
つ
ま
り
小
学
校
南
二
線
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
そ
し
て
点
力
と
点
ヨ
の
聞
応
、
す
な
わ
ち
」
面
島
辺
線

と
タ
ー
レ
線
の
間
の
南
北
間
隔
は
、
平
城
宮
第
二
次
朝
堂
院
大
極
殿

地
区
の
南
北
間
隔
に
近
似
し
、
タ
ー
レ
線
と
ヘ
ー
チ
線
の
南
北
間
隔

も
ま
た
、
平
城
宮
の
朝
堂
地
区
（
十
二
堂
院
）
南
北
間
隔
に
近
似
す

る
。
こ
れ
ら
の
諸
事
実
を
総
合
し
て
考
え
る
と
き
、
カ
ー
ヨ
ー
タ
ー

リ
ー
ヲ
ー
レ
ー
ソ
ー
ツ
の
区
画
に
、
恭
仁
宮
朝
堂
院
を
比
定
し
得
る

こ
と
は
、
も
は
や
疑
い
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

、
つ
。

　
そ
の
上
で
考
え
を
め
ぐ
ら
す
な
ら
ば
、
人
工
的
甚
平
が
加
え
ら
れ

た
D
薗
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
東
の
K
面
は
、
国
分

寺
時
代
の
作
為
の
可
能
性
も
も
ち
ろ
ん
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

に
し
て
も
、
朝
堂
院
に
付
随
す
る
東
・
西
楼
蛾
の
部
分
に
該
当
す
る

こ
と
も
確
か
で
あ
り
、
ま
た
H
面
は
朝
堂
地
区
と
朝
集
殿
地
区
と
を

分
つ
門
、
な
わ
ち
平
安
宮
朝
堂
院
の
会
昌
門
お
よ
び
そ
の
東
西
に
つ

ら
な
る
廊
に
関
係
す
る
地
表
遺
構
と
み
な
す
こ
と
は
充
分
可
能
で
あ

ろ
う
。
さ
ら
に
ま
た
q
と
q
、
儀
と
似
を
そ
れ
ぞ
れ
分
つ
二
本
の
畦

畔
間
の
距
離
約
一
一
六
メ
ー
ト
ル
は
、
平
城
宮
第
一
次
朝
堂
院
堂
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

東
西
距
離
五
六
〇
尺
、
第
二
次
の
そ
れ
四
五
〇
尺
と
く
ら
べ
る
と
き
、

や
や
狭
き
に
す
ぎ
る
と
は
い
え
、
や
は
り
如
意
東
西
矩
離
と
な
に
ほ

ど
か
の
関
係
を
有
す
る
か
に
思
わ
れ
、
ホ
ー
へ
線
お
よ
び
ト
ー
チ
線

上
の
中
央
部
付
近
の
西
へ
の
張
出
し
部
分
は
、
朝
堂
地
区
の
東
西
に

あ
る
門
（
平
安
宮
朝
堂
院
な
ら
ば
宣
政
門
と
章
善
門
）
と
の
関
連
で
こ
れ

を
解
す
る
と
こ
ろ
ま
で
推
し
ひ
ろ
め
る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
無
稽
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
小
学
校
南
辺
の
イ
ー
ロ
道
路
以
南
の
q
・
q
、
面
は
コ
ア
ザ

を
「
大
門
」
と
い
い
、
儀
．
q
面
は
「
凍
大
門
」
と
い
う
。
そ
れ
に

関
し
て
早
く
に
『
郡
誌
』
は
、
　
「
恭
仁
小
学
校
の
南
に
巨
大
の
門
趾

あ
り
畑
島
尚
諭
せ
り
。
此
地
の
正
南
一
町
余
を
隔
て
て
字
大
門
の
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

内
に
又
大
門
の
趾
あ
り
心
礎
あ
り
地
下
に
埋
も
れ
り
」
と
注
目
し
て

お
り
、
さ
ら
に
『
京
都
府
史
蹟
勝
地
調
査
会
報
告
』
第
四
冊
も
そ
の

こ
と
に
触
れ
て
、
前
老
を
国
分
寺
中
門
祉
、
後
者
を
南
大
門
肚
と
み

る
説
を
一
応
支
持
す
る
立
場
を
と
り
な
が
ら
も
、
　
「
現
在
は
前
者
の

位
置
に
人
家
建
ち
、
後
暮
暮
、
地
上
に
形
跡
な
し
」
と
し
て
そ
れ
以
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上
山
及
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
地
点
は
今
日
で
は
正
確
に
お
さ
え

得
な
い
し
、
仮
に
お
さ
え
得
た
と
し
て
も
「
大
門
」
の
地
籍
内
に
お

さ
ま
る
限
り
で
は
、
朝
堂
院
関
係
の
門
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
塔

鮭
と
も
ど
も
、
本
稿
で
は
積
極
的
に
と
り
あ
げ
な
い
こ
と
に
す
る
。

三
、
内
裏
考
定
の
試
み

　
恭
興
宮
の
内
裏
が
一
通
り
の
体
裁
を
整
え
て
い
た
こ
と
は
、

史
料
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

左
の

　
皿
人
平
一
四
年
正
日
川
一
六
日
「
天
白
訟
御
∵
［
大
｛
女
殿
一
家
轟
群
臣
⑩
」

　
天
平
一
四
年
八
月
五
日
「
詔
授
昌
造
宮
録
正
八
位
下
秦
下
嶋
麻
呂
従
四
位

下
4
賜
昌
太
秦
公
之
姓
。
業
師
一
百
貫
。
絶
一
百
疋
。
布
二
百
端
。
綿
二
百

昏
睡
以
レ
築
昌
大
宮
垣
一
也
。
」

　
天
平
一
五
年
一
一
月
コ
ニ
日
「
宴
＝
群
臣
於
内
裏
④
」

　
内
裏
と
朝
堂
院
の
相
対
的
な
位
置
関
係
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
城

宮
第
一
次
遺
構
、
第
二
次
遺
構
、
聖
武
朝
寒
男
宮
の
み
な
ら
ず
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
藤
原
宮
、
天
武
朝
難
波
宮
に
お
い
て
も
、
内
裏
は
朝
堂
、

院
の
真
北
に
接
す
る
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
こ
の
関
係
は
長
岡
宮
、
平
安
密
に
至
っ
て
変
化
し
、
内
裏
は
朝

堂
院
の
東
北
に
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
恭
森
宮
は
位
置
欄
係
が

そ
の
よ
う
に
変
化
す
る
以
前
の
奈
良
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
内

裏
を
朝
堂
院
の
真
北
、
つ
ま
り
両
者
の
中
軸
線
が
合
致
す
る
位
置
に

求
め
る
の
が
も
っ
と
も
妥
当
で
あ
る
。

　
次
に
内
裏
の
規
模
に
つ
い
て
み
よ
う
。
平
城
宮
第
二
次
遺
構
で
は
、

既
に
『
報
告
書
』
の
E
で
菓
西
三
六
〇
〇
尺
、
南
北
幅
六
五
〇
尺
と

　
　
　
　
　
　
　
⑨

予
測
さ
れ
て
い
た
が
、
『
報
告
欝
』
の
皿
で
、
発
掘
に
よ
る
精
査
結
果

と
し
て
、
築
地
回
廊
心
心
東
西
距
離
一
七
六
・
九
メ
ー
ト
ル
、
同
南
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

距
離
一
八
五
・
三
メ
ー
ト
ル
の
数
値
が
示
さ
れ
た
。
ま
さ
し
く
莱
西

は
六
〇
〇
天
平
尺
と
な
り
、
南
北
は
先
の
予
測
値
よ
り
や
や
小
さ
く

六
二
八
天
平
尺
と
な
る
が
、
要
す
る
に
極
め
て
正
方
形
に
近
い
平
面

を
有
し
た
こ
と
が
関
ら
か
と
な
っ
た
。
塁
武
朝
難
波
富
の
内
裏
東
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

幅
も
約
六
〇
〇
尺
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
平
城
宮
・
難
波
宮

と
も
に
、
内
裏
と
朝
堂
院
の
東
西
幅
は
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
平
城
宮
第
一
次
朝
堂
院
・
内
裏
の
規
模
が
未
だ
正
確
に
は

調
査
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
の
調
査
成
果

に
よ
る
と
、
第
二
次
遺
構
の
建
置
年
代
は
遅
く
と
も
天
平
末
年
を
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
恭
仁

宮
の
遺
構
と
に
年
代
的
な
へ
だ
た
り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
、
従
っ
て
こ
こ
で
は
第
二
次
内
裏
の
規
模
を
考
察
の
よ
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り
ど
こ
ろ
と
し
て
何
ら
差
支
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
4
図

上
、
ネ
ー
ナ
ー
ラ
ー
ム
の
四
点
を
結
ぶ
線
は
、
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
な
考

え
に
も
と
づ
い
て
、
朝
堂
院
東
西
曝
す
な
わ
ち
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を

一
辺
と
す
る
正
方
形
の
想
定
線
に
よ
く
合
致
す
る
畦
畔
を
、
空
中
写

真
か
ら
抜
き
出
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ネ
ー
ナ
線
は
、
前
述
の

考
定
朝
堂
院
西
限
ホ
ー
へ
線
が
や
や
爾
へ
ふ
く
ら
み
な
が
ら
ほ
ぼ
ま

っ
す
ぐ
に
北
上
す
る
も
の
で
、
現
在
こ
の
線
に
は
、
そ
の
南
部
の
点

ナ
付
近
で
二
・
八
メ
ー
ト
ル
も
深
く
掘
り
こ
ま
れ
た
水
路
が
通
じ
て

お
り
、
東
の
L
面
と
西
の
E
面
と
を
明
瞭
に
区
分
し
て
い
る
。

　
こ
の
水
路
は
、
宮
域
は
る
か
東
方
の
大
宇
井
平
尾
で
和
束
川
の
水

を
受
け
、
北
山
麓
を
め
ぐ
っ
て
点
ウ
か
ら
ヰ
に
通
じ
そ
こ
で
南
に
折

ウ
喚
」
－
　
マ

論

れ
る
「
大
井
手
」
　
（
布
当
鉦
と
も
い
う
）
で
あ
り
、
こ
の
大
井
手
に
つ

い
て
は
『
山
城
志
』
や
『
山
州
名
跡
志
』
で
も
触
れ
て
い
る
。
貞
応

r
元
年
（
＝
一
二
二
）
海
住
山
寺
の
僧
慈
心
の
歴
朝
に
な
る
も
の
と
い
う

晦
・
渠
を
開
い
た
年
代
よ
り
も
・
こ
こ
で
は
そ
れ
が
点
ヰ
で
南
押
し
、

L
面
西
辺
を
南
下
し
、
削
平
さ
れ
た
D
面
西
辺
に
至
る
こ
と
自
体
に

大
き
な
意
味
を
認
め
た
い
。
そ
れ
は
開
渠
以
前
既
に
こ
こ
に
有
意
な

線
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
（
写
真
4
）
。

　
こ
の
よ
う
な
L
恩
愛
辺
に
対
応
す
る
東
辺
の
ム
ー
ラ
線
は
、
必
ず

し
も
＝
鼠
線
に
つ
ら
な
る
畦
畔
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
の
線
を

境
に
、
そ
の
東
西
で
明
瞭
な
比
高
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
L
薗
お

よ
び
そ
の
周
辺
は
、
全
体
に
西
北
が
高
く
、
東
南
に
低
く
傾
斜
す
る

　
　
扇
状
地
状
の
地
形
を
墨
し
て
い
る
た
め
、
西
北
か
ら
東
南
の
方

t
，
，
．
，
（
i
l
，

L

字

オ

コナ

工

＿．、蕗＿．A、

，・?　P
時　ム1　　ク

　　i

F彙　za
ノ灘：、

iignc　T1

1

蒔’マ

O　200m

v
～
く

E

第4図　想定恭仁宮内裏付近の道路

　　　　畦溝と微地形

向
へ
、
田
圃
一
筆
ご
と
に
順
次
高
度
が
さ
が
っ
て
い
く
傾
向
の

み
ら
れ
る
区
域
で
あ
る
か
ら
、
ム
ー
ラ
線
東
西
の
比
高
自
体
を

重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
は
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
次
に
L
面
南
辺
の
ナ
ー
ラ
線
（
畦
畔
）
は
、
西
半
で
部
分
的

に
切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
直

線
的
に
つ
な
が
る
と
み
て
よ
く
、
こ
と
に
菓
半
弓
で
は
そ
の
南

北
の
比
高
も
明
瞭
で
、
r
内
裏
南
辺
線
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
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写真4　推定内裏西堺の水路とその掘りこみ

　　　　（点オから南向）

と
考
え
る
の
に
極
め
て
適
当
な
線
で
あ
る
。
こ
の
ナ
ー
ラ
線
と
、
先

に
朝
堂
院
北
限
と
し
た
ポ
ー
ト
（
ヵ
i
ッ
）
線
と
の
問
に
、
F
・
J
面

の
幅
を
お
い
た
の
は
、
平
城
宮
や
難
波
宮
の
例
に
な
ら
っ
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
ら
の
宮
趾
の
例
で
は
、
大
極
殿
地
区
北
限
の
後
金
お
よ

び
そ
の
東
西
に
つ
ら
な
る
回
廊
と
内
裏
南
門
お
よ
び
築
地
回
廊
と
の

間
に
若
干
の
間
隔
が
確
か
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
ほ
ぼ
該
当
す
る

も
の
が
、
こ
の
F
面
や
J
面
の
幅
で
あ
る
。

　
L
面
北
限
線
た
る
ネ
ー
ム
線
の
畦
畔
も
、
こ
と
に
そ
の
東
半
島
で

明
瞭
な
直
線
を
示
し
、
点
ノ
付
近
で
は
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
幅
広
い

畦
畔
と
、
○
・
七
メ
ー
ト
ル
の
比
高
（
北
高
）
が
確
か
め
ら
れ
た
。

た
だ
こ
の
L
面
の
う
ち
、
　
ケ
ー
ヰ
線
つ
ま
り
大
井
手
よ
り
西
北

の
三
角
形
の
部
分
は
、
　
織
機
ー
ト
ル
前
後
の
比
高
で
一
段
と
高

く
な
る
（
写
真
5
）
。
　
一
見
し
た
と
こ
ろ
そ
れ
は
し
面
の
中
に
あ

っ
て
き
わ
だ
っ
た
比
高
を
示
す
部
分
で
あ
り
、
　
L
面
を
内
裏
域

に
比
定
す
る

こ
と
を
失
当

と
す
る
根
拠

に
も
な
り
か

ね
な
い
が
、

し
か
し
ウ
か
ら

ヰ
に
か
け
て
等

高
線
沿
い
に
大

井
手
を
開
い
た

時
に
人
工
が
加

え
ら
れ
た
と
容

易
に
考
え
及
ぶ

か
ら
、
そ
れ
ほ

ど
問
題
と
す
る

に
足
ち
な
い
と

，．t．．．T．thv一．meS7M定内裏域内における大井手北側の比高（点ヰから北東向）
襯聡燃

写真5
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私
は
考
え
る
。

　
以
上
要
す
る
に
、
全
体
と
し
て
L
面
は
西
北
高
東
南
低
の
か
な
り

の
傾
斜
が
あ
る
区
画
で
は
あ
る
が
、
平
城
宮
や
難
波
宮
と
ほ
ぼ
同
規

模
の
内
裏
が
、
同
様
な
位
置
関
係
で
立
地
し
た
と
み
る
の
に
特
別
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
理
が
な
く
、

　　　繋難疑千旦、∴．蕊ゴー・・．・…響灘

写真6　A面から推定内裏域をのぞむ（遠景集落は内裏域北
　　　　西端付近以遠）

し
か
も
図
示

し
た
よ
う
に

ほ
ぼ
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル

四
方
を
画
す

る
畦
畔
を
追

跡
で
き
る
と

い
う
事
実
か

ら
、
こ
の
範

囲
を
恭
七
宮

内
裏
域
と
想

定
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ

る
（
写
真
6
）
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
内
裏
域
を
想
定
し
て
み
る
と
、
ひ
き
続
い
て
次

の
よ
う
な
二
つ
の
興
味
あ
る
事
実
に
注
意
が
向
く
。
そ
の
一
つ
は
ほ

ぼ
中
央
部
を
東
西
に
オ
ー
ク
道
路
が
通
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
見
方
に
よ
れ
ば
特
に
あ
げ
つ
ら
う
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
か
も

知
れ
な
い
。
し
か
し
平
城
宮
祉
に
お
い
て
も
、
第
一
次
、
第
二
次

遺
構
共
に
こ
の
オ
ー
ク
線
に
相
当
す
る
部
分
に
水
路
が
通
じ
て
い
て

そ
の
南
北
を
分
か
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
し
か
も
そ
の
水

路
は
不
思
議
に
第
一
次
遺
構
離
離
と
第
二
次
遺
構
東
灘
で
回
折
し
、

ま
っ
す
ぐ
東
西
へ
は
続
か
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
南
北
二
分
’

線
が
三
つ
の
遺
構
に
共
通
す
る
の
は
単
な
る
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
内
裏
正
殿
と
そ
れ
を
か
こ
む
内
回
廊
の
あ
る
南
興
部
と
、
そ

れ
以
外
の
北
半
面
と
を
区
別
す
る
地
下
遺
構
に
関
連
す
る
地
表
遺
構

で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
私
に
は
後
者
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
二
の
注
目
す
べ
き
点
は
L
面
と
そ
の
束
の
ヤ

ー
マ
線
と
の
位
置
関
係
で
あ
る
。
結
論
か
ら
先
に
い
う
と
、
こ
の
ヤ

ー
マ
線
は
、
朝
堂
院
の
大
極
殿
地
区
と
内
裏
と
を
囲
む
大
垣
、
す
な

わ
ち
恭
仁
京
で
は
天
平
一
四
年
八
月
五
目
の
記
事
に
み
え
る
大
宮
垣

の
、
東
側
の
部
分
に
関
連
す
る
線
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
こ
と
で
あ

る
。
平
城
宮
第
二
次
遺
構
で
は
、
内
裏
中
軸
線
と
東
側
大
垣
の
心
と
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⑭

の
幅
は
五
〇
〇
天
平
尺
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
恭
仁
宮

で
も
、
想
定
内
裏
の
中
軸
慰
す
な
わ
ち
ケ
ー
・
フ
線
と
ヤ
ー
マ
線
の
間

の
点
ク
を
通
る
東
西
幅
は
三
一
五
五
・
五
メ
ー
ト
ル
、
つ
ま
り
五
三

〇
天
平
尺
と
い
う
数
値
を
示
す
。
微
地
形
を
み
る
と
、
こ
の
ヤ
ー
マ

線
を
境
に
そ
の
東
西
で
は
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
西
高
東
低
の
明
瞭
な

比
高
が
あ
り
、
従
っ
て
大
垣
は
当
然
こ
の
ヤ
ー
マ
線
の
西
側
に
沿
っ

て
築
か
れ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
五
三
〇
尺
と

い
う
前
記
の
幅
は
か
な
り
縮
ま
っ
て
、
実
際
は
五
〇
〇
尺
に
は
な
は

だ
近
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
平
城
宮
で
は
大
垣
の
東
側
の
部
分

と
西
側
の
部
分
と
は
内
裏
に
対
し
て
非
対
照
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ

恭
学
童
に
あ
っ
て
も
、
西
側
の
大
垣
に
関
連
す
る
か
と
思
わ
れ
る
線

は
充
分
明
瞭
で
は
な
い
。
し
か
し
強
い
て
じ
え
ば
、
コ
…
一
線
が
東

側
の
ヤ
ー
マ
線
に
対
応
的
な
位
置
に
あ
る
と
認
め
る
こ
と
も
で
き
そ

う
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ヤ
ー
マ
線
を
大
宮
垣
と
密
接
に
関

連
す
る
線
と
推
断
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
ひ
る
が
え
っ
て
、
ネ
ー
ナ
ー

ラ
ー
ム
区
画
が
内
裏
で
あ
る
可
能
性
が
一
層
強
く
な
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た
い
。

　
な
お
、
史
料
上
で
は
大
安
殿
、
内
裏
の
ほ
か
に
、
天
平
一
四
年
二

月
一
日
記
事
中
に
皇
后
富
の
名
が
み
え
る
が
、
　
「
幸
譜
皇
后
帽
一
宴
識

群
臣
晶
、
し
と
い
う
文
章
か
ら
み
て
も
、
ま
た
平
城
宮
に
お
け
る
皇
后

宮
は
神
域
東
の
法
華
寺
の
位
置
に
お
か
れ
た
と
い
う
事
実
に
て
ら
し

て
も
、
内
裏
の
外
の
施
設
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
本
稿
で
こ
れ
を
と

り
あ
げ
考
証
す
る
ま
で
に
は
至
り
得
な
い
。

四
、
宮
域
考
定
の
試
み

　
本
節
で
は
、
先
に
考
定
し
た
朝
堂
院
の
南
辺
線
を
手
が
か
り
と
し
、

平
城
宮
に
お
け
る
朝
堂
院
南
辺
と
宮
域
南
辺
と
の
位
置
関
係
を
援
用

し
て
、
恭
鷺
宮
域
の
南
辺
仮
想
線
を
勢
き
、
さ
ら
に
そ
れ
を
基
線
と

し
て
方
八
町
の
仮
想
宮
域
を
画
し
、
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
。

　
そ
の
よ
う
な
試
み
に
対
し
て
は
、
造
都
期
間
わ
ず
か
三
年
で
海
域

の
画
定
や
築
垣
が
可
能
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
あ
や
し
む
立
場
か
ら

の
反
論
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
私
は
、
『
十
日
本
紀
』

天
平
一
四
年
正
月
下
意
の
「
天
皇
幸
昌
城
北
苑
幻
宴
昌
五
位
已
上
ご
と

の
記
事
、
お
よ
び
同
年
八
月
＝
二
日
の
「
宮
城
以
南
大
路
駅
頭
。
与
‘

甕
原
宮
以
棄
幽
之
間
。
令
レ
造
二
大
橋
ご
と
の
記
事
に
み
え
る
「
城
」

「
宮
城
」
の
用
語
を
根
拠
と
し
て
、
少
な
く
と
も
宮
域
四
至
の
「
縄

張
り
」
の
よ
う
な
こ
と
は
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
一
部
の
地

区
で
は
築
垣
の
よ
う
な
工
事
も
進
行
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
従
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O　500m

っ
て
そ
の
痕
跡
が
い
く
ら
か
は

現
在
の
地
表
景
観
の
中
に
埋
も

れ
か
け
て
残
存
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
立
場
を
と

．
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
の
考
察

は
そ
の
考
え
の
上
で
進
め
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
’

て
お
き
た
い
。

　
さ
て
、
先
の
朝
堂
院
考
定
の

結
果
に
よ
る
と
、
そ
の
南
辺
は
．

リ
ー
ヲ
線
で
あ
っ
た
。
バ
ー
二

線
（
道
路
）
に
沿
う
現
地
の
地

形
は
、
こ
の
リ
ー
ヲ
線
付
近
か

ら
少
し
つ
つ
傾
斜
を
示
し
は
じ

め
、
そ
の
南
五
〇
～
七
〇
メ
ー

ト
ル
の
と
こ
、
ろ
で
か
な
り
明
瞭

な
段
丘
崖
を
形
成
し
て
、
河
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
鋤

集
落
の
位
置
す
る
面
に
下
る
。
　
ω

そ
の
間
点
テ
か
ら
ア
に
か
け
て
、
餅



第
5
図
に
示
す
よ
う
に
幅
一
四
・
七
刃
ー
ト
ル
の
掘
り
こ
み
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
に
と
く
に
注
目
し
た
い
。
バ
ー
二
道
路
は
そ
の
掘
り
こ

み
の
西
端
部
を
南
下
し
、
そ
の
道
路
を
除
く
一
一
メ
ー
ト
ル
の
幅
の

部
分
に
は
、
現
在
南
北
に
細
長
い
山
崎
内
装
工
業
株
式
会
祉
の
工
場

が
建
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
部
分
は
、
応
天
門
（
朝
堂
院
五
雲
の
門
）

か
ら
朱
雀
門
（
宮
域
南
辺
中
央
の
門
）
に
至
る
歩
道
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
り
、
テ
ー
ア
の
掘
り
こ
み
に
は
、
そ
れ
の
造
作
に
と
も
な
う
人

工
が
加
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
平
城
宮
で
は

四
天
門
の
南
に
幅
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
の
玉
石
敷
の
道
が
確
認
さ
れ
て

お
り
、
恐
ら
く
恭
仁
宮
に
お
け
る
幅
一
四
・
七
メ
ー
ト
ル
の
掘
り
こ

み
も
、
こ
れ
と
同
じ
性
格
の
道
で
は
な
い
か
と
推
考
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
掘
り
こ
み
に
よ
っ
て
な
だ
ら
か
に
な
っ
た
坂
を
下
り
き

っ
た
部
分
、
つ
ま
り
点
ア
付
近
に
朱
雀
門
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
が
、

平
城
宮
の
ば
あ
い
、
第
二
次
朝
堂
院
南
無
築
地
と
宮
域
爾
辺
築
地
の

間
が
、
　
両
老
の
心
心
距
離
で
一
一
五
メ
ー
ト
ル
（
図
上
測
値
）
で
あ

⑮り
、
平
安
宮
に
お
い
て
も
一
町
余
の
間
隔
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
第

二
節
で
述
べ
た
「
し
ゅ
し
ゃ
か
」
コ
ア
ザ
群
が
ま
さ
に
こ
の
あ
た
り

に
集
中
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
朱
雀
門
の
位
置
の
想
定
も
大
要
に
お

い
て
あ
や
ま
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
5
図
上
の
キ
ー
ユ
線
は
、
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
平

城
宮
第
二
次
朝
堂
院
南
辺
と
宮
域
天
辺
と
の
距
離
一
一
五
メ
ー
ト
ル

（
約
四
〇
〇
天
平
尺
）
を
援
用
し
て
仮
に
求
め
た
宮
域
南
限
線
で
あ
る
。

次
い
で
こ
の
仮
の
南
限
線
と
考
定
朝
堂
院
中
軸
線
で
あ
る
バ
ー
二
線

と
を
も
と
に
し
て
、
方
八
町
の
仮
の
宮
域
を
求
め
た
。
そ
れ
が
サ
ー

キ
ー
ユ
ー
メ
の
区
画
で
あ
る
。

　
こ
の
ば
あ
い
、
．
悪
説
町
の
区
画
を
仮
想
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
問

題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
平
城
宮
の
宮
域
が
、
従
来
は
一
条
．
二

条
大
路
間
、
東
一
坊
・
西
一
坊
大
路
間
の
三
八
町
と
考
え
ら
れ
、
ほ

と
ん
ど
疑
う
も
の
も
な
か
っ
た
の
に
、
昭
和
四
二
年
末
か
ら
四
三
年

初
に
か
け
て
の
第
四
四
次
調
査
の
結
果
、
東
辺
で
南
端
か
ら
二
町
以

北
に
、
二
町
幅
の
東
へ
の
張
り
出
し
部
分
が
あ
っ
て
、
不
整
形
の
平

面
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
狩
野
久
氏
の

御
教
示
に
よ
る
と
、
こ
の
張
り
出
し
部
分
で
は
、
出
土
す
る
木
簡
の

年
号
が
養
老
・
神
亀
の
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
極
め
て
早
い
時
期

か
ら
区
画
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か

し
、
同
時
に
こ
の
区
画
は
東
宮
院
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
皇
后

宮
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
あ
る
意
味
で
は
大
内
裏
と
観
念
上
別
箇
の
区

域
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
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の
う
え
、
大
内
裏
は
そ
の
南
扇
に
お
い
て
は
、
東
西
聞
隔
が
旧
説
の

通
り
八
町
で
あ
り
、
ま
た
時
代
は
ず
れ
る
が
平
安
宮
の
東
西
幅
も
八

町
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
ら
、
こ
こ
恭
仁
宮
で
も
、
今
後
の
よ
り
正

確
な
調
査
・
考
定
に
先
だ
つ
仮
想
線
と
し
て
方
八
町
の
区
画
を
用
い

る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お
、

こ
こ
で
方
八
町
と
い
う
ば
あ
い
の
八
町
は
、
平
城
漏
壷
南
北
幅
と
南

辺
東
西
幅
の
こ
と
で
、
宮
沢
智
士
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
東
西
築

地
心
心
距
離
一
、
O
｝
工
・
七
メ
ー
ト
ル
、
南
北
築
地
（
但
し
北
辺
は
築

地
で
は
な
く
柵
状
の
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
）
心
心
距
離
一
、

〇
二
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
右
の
よ
う
に
し
て
描
い
た
方
八
町
の
区
画
線
が
、
宮
域
の
四
辺
線

と
考
え
る
の
に
妥
当
性
が
あ
る
か
ど
う
か
の
検
討
を
以
下
に
進
め
た

い
。　

ま
ず
南
辺
の
キ
ー
ユ
線
に
関
し
て
述
べ
る
と
、
第
一
に
こ
の
線
の

西
半
ア
ー
キ
線
に
沿
っ
て
農
道
が
通
じ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
南
に
、

道
路
幅
を
含
め
て
三
三
～
三
八
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
保
ち
な
が
ら
狭

長
な
地
条
が
並
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
河
原
集
落
は
そ
れ
以

南
に
展
棚
し
、
こ
の
本
条
の
部
分
に
は
癒
と
ん
ど
家
が
建
っ
て
い
な

い
が
、
そ
れ
は
こ
の
部
分
が
北
側
の
段
丘
崖
と
、
南
側
の
集
落
が
乗

る
低
位
段
丘
に
は
さ
ま
れ
た
一
段
低
い
田
地
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
地
形
が
自
然
の
も
の
で
あ
る
か
人
工
的
な
も
の
で
あ
る

か
は
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い
が
、
点
ア
付

近
か
ら
西
へ
む
か
う
に
つ
れ
て
次
第
に
低
く
、
従
っ
て
河
原
集
落
薦

と
の
比
高
を
増
し
な
が
ら
、
自
然
に
点
キ
付
近
に
達
す
る
状
態
は
誠

に
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
地
壇
は
、
ほ

ぼ
同
じ
幅
で
点
ア
よ
り
東
へ
も
続
き
、
岡
崎
集
落
の
乗
る
段
丘
の
南

辺
に
沿
っ
て
い
る
。
こ
の
点
ア
以
東
の
地
条
は
、
以
西
の
も
の
と
異

な
っ
て
そ
の
北
よ
り
低
く
、
そ
の
南
よ
り
高
い
位
置
を
東
西
走
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
帯
状
地
獄
が
、
区
域
南
辺
に
沿
っ
て
存
在
し
た
は
ず
の
大
路

の
痕
跡
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
判
断
を
、
安
易
に
下
す
こ
と
は

つ
つ
し
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
。
し
か
し
ほ
ぼ
こ
の
位
置
に
、

発
掘
調
査
で
一
六
丈
（
四
八
・
五
メ
ー
ト
ル
）
の
幅
員
が
確
認
さ
れ
た

平
城
富
二
条
大
路
に
相
当
す
る
大
路
が
通
じ
て
い
て
、
し
か
も
そ
れ

は
恭
興
宮
と
右
京
、
さ
ら
に
は
平
城
宮
と
の
位
置
関
係
か
ら
考
え
る

と
き
、
朱
雀
門
か
ら
南
行
ず
る
朱
雀
大
路
以
上
に
重
要
性
を
有
し
た

こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
平
城
京
東
　
坊
大
路
の
一
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部
分
に
つ
い
て
現
状
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
で
は
辱
興
味
深
い
こ
と
に

東
西
両
側
よ
り
道
路
部
分
が
一
段
低
か
っ
た
。
従
っ
て
キ
ー
ユ
地
条

の
西
半
が
そ
の
南
北
両
面
に
比
し
て
一
段
低
く
掘
り
こ
ま
れ
て
い
渇

と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
に
道
路
を
比
定
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
別
し

て
不
都
合
な
材
料
と
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
こ
と
を
総
合
し
て
考
え

東
縄
手

中
縄
手

瓦釜

宝
田
　
　
鍛
治
屋
垣
内

中
筋

老
　
一

生

’小林

葺へト

奈
良
垣
内

一
出羽

後田＼後畑

る
な
ら
ば
、
こ
の
キ
ー
ユ
間
の
平
均
幅
員
三
五
メ
ー
ト
ル
の
地
響
が
、

宮
守
土
筆
に
沿
う
「
宮
城
以
南
大
路
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
二
に
、
右
の
地
条
の
西
部
に
当
っ
て
、
コ
ア
ザ
橋
本
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
た
い
（
第
6
図
）
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
郡
誌
』
は
、
「
大
字

　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
里
道
西
下
の
田
に
字
は
し
の
も
と
あ
り
之

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
即
ち
宮
城
以
南
大
路
の
洋
才
よ
り
三
原
離
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
に
通
ず
る
大
橋
の
趾
に
当
れ
り
」
と
記
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
　
「
橋
本
」
を
即
大
橋
の
趾
と
解
さ
れ
か
ね

携

小
林
－
…
－
購
垣
内

立皿

?
切
葡 東
大
門

－
－
－
－
　
一

　
…
一

1大
1門

L

「一一
1蓉

h平

却霧

　登垣外
上

内垣外

計

野
ロ
ノ
平馬場尻

砂　1

橋

長
ヲ

サ
L一

橋

本

第6図　恭仁宮肚付近のコァザ

な
い
表
現
は
不
用
意
で
あ
り
、
大
橋
の
た
も
と
．

と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
い
ヴ
細
か
な
点
は

別
と
し
て
、
大
要
に
お
い
て
私
は
こ
の
『
郡

誌
』
の
説
を
採
り
た
い
と
思
う
。

　
さ
ら
に
、
河
原
集
落
の
西
南
に
俗
称
で
光
明

寺
塚
と
い
う
も
の
が
あ
り
（
第
5
図
M
）
、
そ
の
堆

土
が
大
部
分
古
瓦
か
ら
成
る
こ
と
と
、
そ
の
名

称
と
か
ら
、
こ
れ
を
創
建
時
の
国
分
寺
趾
で
あ

る
と
み
な
す
こ
と
は
諸
家
の
一
致
す
る
と
こ
ろ

で
、
も
し
正
し
く
そ
う
で
あ
れ
ば
、
国
分
寺
の
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位
置
は
宮
域
外
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
こ
の
こ
と
も
仮
定
宮
域
南
辺

が
ほ
ぼ
妥
当
な
線
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
一
つ
の
材
料
に
な
る
で
あ

ろ
う
。
以
上
が
キ
ー
ユ
線
の
妥
当
性
を
裏
付
け
よ
う
と
す
る
根
拠
で

あ
る
。

　
次
に
北
辺
サ
ー
メ
線
に
つ
い
て
そ
の
当
否
を
検
討
し
よ
う
。
こ
の

線
は
前
述
の
よ
う
に
完
全
に
図
上
作
業
で
キ
ー
ユ
線
か
ら
一
、
〇
二

〇
・
五
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
と
っ
て
引
い
た
仮
想
北
辺
に
す
ぎ
な
い

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
に
南
辺
と
同
様
、
こ
の
線
に
並

行
す
る
道
路
・
畦
畔
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
と
に
東
半
田
か

ら
さ
ら
に
東
へ
続
く
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
並
行
す
る
畦
畔
に
注

目
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
た
に
わ
か
に
北
辺
大
路
と
す
る
よ
う
な
即
断
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
可
能
性

を
持
つ
地
墨
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
の
価
値
が
充
分
に
あ
る
も
の
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
に
前
引
史
料
中
の
「
城
北
苑
」
と
の
位
置
関
係
は
ど
う
か
。

『
郡
誌
』
は
城
北
苑
に
つ
い
て
、
　
「
雪
仏
生
寺
に
あ
り
そ
の
の
か
い

と
（
園
の
垣
内
）
と
云
ふ
京
城
の
森
の
東
北
二
撃
墜
に
あ
り
尤
も
観
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
⑰

に
富
む
蓋
し
車
駕
臨
幸
の
旧
地
な
る
べ
し
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
大
字

仏
生
寺
の
位
置
は
第
6
図
に
も
示
し
て
あ
る
が
、
第
5
図
の
N
照
に

当
り
、
こ
の
面
は
八
分
ノ
一
～
一
〇
分
ノ
一
の
か
な
り
急
な
傾
斜
を

有
す
る
扇
状
地
で
あ
っ
て
、
恐
ら
く
『
郡
誌
』
の
比
定
は
正
鵠
を
射

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
サ
ー
二
線
は
か
か
る
城
北
苑
比
定
面
の
南
辺

を
通
ず
る
の
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
宮
域
北
辺
と
し
て
誠
に
よ
く
適

合
す
る
。

　
第
三
に
そ
の
他
の
コ
ア
ザ
と
の
関
係
か
ら
検
討
す
る
。
第
6
図
に

示
す
よ
う
に
、
考
定
内
裏
域
の
北
背
後
に
コ
ア
ザ
立
川
が
あ
る
が
、
ρ

こ
の
付
近
の
旧
コ
ア
ザ
に
つ
い
て
『
実
装
』
は
、
　
「
国
分
寺
（
A
面

一
引
用
者
）
の
北
方
二
町
余
小
字
立
川
の
地
に
旧
字
け
い
し
ゃ
う
し

ば
（
京
城
芝
）
を
中
心
と
し
て
南
方
一
町
許
に
け
い
し
ゃ
う
ま
へ
（
京

城
前
）
は
し
の
こ
（
階
子
）
北
方
一
町
余
に
け
い
し
ゃ
う
う
し
ろ
（
京

城
後
）
あ
り
一
段
の
高
地
な
り
。
京
城
芝
は
渇
け
い
し
ゃ
う
も
り

（
京
城
森
）
て
ん
し
の
も
り
（
天
子
森
）
等
の
名
あ
り
む
か
し
森
あ
り

て
人
家
な
か
り
し
が
約
五
十
年
前
里
人
西
沢
某
之
を
開
拓
し
て
畑
地

と
な
せ
し
以
来
近
傍
に
家
居
を
蝕
む
る
に
至
れ
り
今
は
天
子
畑
と
称

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
、
」
と
興
味
あ
る
事
実
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
京
城
後
の
コ
ア

ザ
は
、
あ
る
い
は
現
存
の
「
後
田
」
　
「
後
畑
」
と
関
連
す
る
か
と
も

思
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
合
せ
考
え
る
と
サ
ー
メ
線
は
さ
ら
に
一

層
意
味
の
あ
る
線
に
み
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
・
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次
に
東
辺
メ
ー
ユ
線
の
当
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
第
一
に
畦
畔

で
あ
る
が
、
特
に
北
半
で
は
こ
の
線
に
沿
う
畦
畔
が
明
瞭
で
あ
り
、

同
隠
に
こ
の
畦
畔
を
境
に
そ
の
東
西
で
明
ら
か
な
西
高
東
低
の
比
高

が
認
め
ら
れ
、
点
ヒ
付
近
に
立
つ
と
O
面
が
か
な
り
低
く
な
っ
て
い

る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
第
二
に

こ
の
メ
ー
ユ
線
の
束
に
並
行
す
る
ミ
ー
シ
道
路
が
、
そ
の
北
端
に
お

い
て
、
『
続
臼
本
紀
』
天
平
一
四
年
二
月
五
日
条
に
「
魚
田
、
詰
開
轟

恭
仁
京
東
北
道
一
通
一
悪
江
国
甲
賀
郡
ご
と
あ
る
「
恭
仁
京
東
北
道
」

に
つ
な
が
る
、
宮
域
糸
貫
の
道
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
い
う
問
題

が
あ
る
。
私
が
ミ
ー
シ
道
路
の
続
き
に
恭
仁
京
東
北
道
を
比
定
す
る

の
は
、
一
つ
は
和
束
川
が
こ
の
土
地
へ
出
る
所
は
峡
縢
部
と
な
っ
て

い
て
、
川
沿
い
に
道
路
が
開
か
れ
た
時
代
が
新
し
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
二
つ
に
は
点
ミ
か
ら
北
方
へ
向
か
う
と
、
容
易
に
現
「
口
畑
」

集
落
の
乗
る
丘
陵
状
の
か
な
り
平
坦
な
面
に
上
り
、
そ
こ
を
経
て
石

原
離
宮
に
比
定
さ
れ
る
石
寺
、
さ
ら
に
和
束
谷
を
経
て
紫
香
楽
に
至

る
道
が
、
も
っ
と
も
容
易
な
し
か
も
妓
短
の
ル
…
ト
で
あ
る
こ
と
、

三
つ
に
は
、
こ
の
口
畑
越
の
ル
ー
ト
は
、
　
『
郡
誌
』
な
ど
も
恭
仁
京

東
北
道
と
し
て
支
持
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
現
在
ミ
ー
シ
道
路
は
、
そ
の
北
半
都
で
並
行
し
て
流
れ
る
小
流

の
天
井
川
化
に
よ
る
堆
土
の
上
を
通
っ
て
い
る
が
、
そ
の
東
側
に
、

部
分
的
な
が
ら
宮
域
東
野
路
の
道
幅
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
地
条
が
沿

っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

　
さ
て
メ
ー
ユ
線
の
当
否
に
関
連
し
て
、
第
三
に
宮
域
内
に
入
る
と

思
わ
れ
る
部
分
の
地
割
の
特
異
さ
に
注
臼
さ
れ
る
。
そ
れ
は
点
や
と

エ
、
ヱ
と
ヒ
の
間
の
幅
広
の
地
割
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
束
の
条
里

の
一
町
幅
を
示
す
地
割
と
は
異
な
る
広
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
図
を

一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
実
測
に
よ
る
と
や
ー
エ
間
の
道
路
心

心
距
離
＝
一
一
三
メ
ー
墾
ル
、
エ
ー
ヒ
問
は
一
四
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ

た
。
こ
の
地
割
に
沿
っ
て
、
ウ
ー
ヤ
ー
エ
ー
ロ
を
通
ず
る
大
規
模
な

溝
状
地
形
が
認
め
ら
れ
る
（
写
真
7
・
8
）
。
こ
の
溝
状
地
形
の
実
測
値

は
、
ヤ
ー
ヱ
の
ほ
ぼ
中
間
点
で
比
高
二
・
ニ
メ
！
ト
ル
、
基
幅
一
一

・
九
～
ニ
ハ
・
三
メ
ー
ト
ル
、
点
ヱ
の
や
や
南
で
比
高
二
・
五
メ
ー

ト
ル
、
基
幅
一
一
・
一
戦
！
ト
ル
を
示
し
た
。
こ
の
大
き
な
比
高
と

幅
に
つ
い
て
私
は
、
　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
　
こ
の
地
域
全
体
の
傾

向
、
す
な
わ
ち
木
津
川
氾
濫
原
低
地
に
お
け
る
天
井
川
化
作
用
の
著

し
さ
か
ら
類
推
し
て
、
自
然
の
侵
食
力
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
溝
状
地
形
の
中
を
流
れ
る
水
路
の
方
向
自
体
は
、
西
北

高
東
南
低
の
自
然
傾
斜
に
さ
か
ら
っ
て
直
角
覆
し
て
い
る
の
で
あ
る
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写真7　宮域内の大規模な溝状地形（点ヱから西向）

か
ら
、
明
ら
か
に
人
工
的
な
も
の
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

か
も
こ
れ
だ
け
大
き
な
侵
食
量
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
人
工
流
路

の
造
ら
れ
た
時
期
は
相
当
に
古
い
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
古
い
時
代
、
条
里
地
割
と
は
異
な
る
直
交
状
の
地
割
を
設
定

写真8　溝状地形その2（点ヱやや南方から南向）

す
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域
で
は
恭
仁

京
造
営
に
伴
な
う
も
の
以
外
考
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
ヤ
ー
エ
、
エ
ー
ヒ
幅
の
地
割
を

宮
域
画
定
時
の
も
の
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
次
に
平
安
京
大
内
裏

図
（
第
7
図
）
を
み
る
と
、
八
省
院
の

東
、
中
務
省
、
太
政
官
、
民
部
省
な

ど
の
位
置
す
る
一
画
の
東
西
幅
が
、

ほ
ぼ
ヤ
ー
エ
幅
に
対
応
す
る
よ
う
な

広
さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ

く
。
　
『
拾
離
離
』
図
に
よ
る
と
、
太

政
官
の
占
地
は
「
東
西
五
十
六
丈
南

北
四
十
丈
」
で
あ
っ
て
明
ら
か
に
東

西
幅
が
大
き
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、

宮
域
内
に
は
朝
堂
院
や
曲
一
楽
院
の
設
置
の
影
響
で
条
坊
制
下
一
町
を

規
準
と
す
る
区
画
が
乱
さ
れ
た
地
区
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
平
城
宮

官
衙
地
区
に
お
い
て
も
か
か
る
事
実
は
考
え
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
類
推
し
て
も
、
．
ヤ
ー
エ
、
エ
ー
ヒ
幅
の
地
割
は
、
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第7図　平安京大内裏（部分）

を
ほ
ぼ
包
み
こ
む
線
と
な
っ
て
お
り
、

の
闘
係
も
ま
た
、
は
な
は
だ
適
当
で
あ
る
。

　
最
後
に
宮
域
西
陣
と
仮
想
す
る
サ
ー
キ
線
の
当
否
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
第
一
に
、
こ
の
線
周
辺
の
大
ま
か
な
地
形
に
つ
い
て
述
べ
る

と
、
南
の
方
三
分
ノ
～
の
部
分
以
西
は
極
め
て
低
湿
な
氾
濫
原
に
な

っ
て
お
そ
ら
く
着
筆
と
し
て
は
適
当
で
な
い
地
域
に
な
る
と
い
う
こ

と
、
ま
た
点
イ
以
北
で
は
こ
の
線
よ
り
西
に
及
ぶ
と
起
伏
の
大
き
い

け
わ
し
い
山
地
に
な
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
た
手
署
と
し
て
は
適
当
で

恭
仁
宮
内
の
地
割
と
考
え
る

の
が
至
当
で
あ
ろ
う
。
か
く

し
て
、
か
か
る
地
割
の
地
域

を
含
み
こ
む
よ
う
な
位
置
に

引
か
れ
た
メ
ー
ユ
線
は
、
ほ

ぼ
宮
域
東
辺
に
相
当
す
る
線

で
あ
る
と
み
な
し
て
大
過
な

い
と
い
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
メ
ー
ユ

線
は
そ
の
南
部
に
あ
っ
て
は

岡
崎
集
落
が
位
置
す
る
段
丘

そ
の
都
分
に
お
け
る
地
形
と

な
い
地
域
に
な
る
と
い
う
事
実
が
指
摘
で
き
る
。
サ
ー
イ
線
以
東
に

は
、
r
大
井
谷
川
そ
の
他
の
川
が
刻
ん
だ
か
な
り
大
き
な
谷
が
入
り
こ

ん
で
は
い
る
が
、
し
か
し
P
面
、
Q
面
は
、
　
「
上
野
」
「
ロ
ノ
平
」

「
奥
ノ
平
」
と
い
う
よ
う
な
地
名
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
通
り
の
平
坦

な
段
丘
面
で
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
施
設
を
容
易
に
設
け
る
こ
と
の
で

き
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
こ
の
線
に
並
行
し
て
、
イ
ー

モ
間
に
、
想
定
宮
域
北
辺
、
南
辺
と
類
似
の
幅
の
地
条
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
点
モ
付
近
で
の
測
定
に
よ
る
と
、
地
条
の

幅
は
二
四
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
東
縁
に
は
四
～
七
メ
ー
ト
ル
幅
の
、

ま
た
西
翠
に
は
幅
四
メ
ー
ト
ル
前
後
の
水
路
が
通
じ
て
そ
の
東
西
の

耕
地
と
区
画
さ
れ
、
し
か
も
都
分
的
に
東
西
の
耕
地
面
よ
り
低
い
と

こ
ろ
が
認
め
ら
れ
、
あ
た
か
も
道
路
趾
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
状
態
を

呈
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
の
よ
う

な
地
条
の
西
側
の
線
が
さ
ら
に
ま
っ
す
ぐ
南
へ
続
き
、
東
側
の
線
の

延
長
と
も
い
う
べ
き
線
も
、
セ
ー
ス
間
に
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
比

高
○
・
八
メ
ー
ト
ル
の
小
規
模
な
天
井
川
堆
土
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
い
う
事
実
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
を
合
せ
考
え
る
と
、
ザ
ー
キ

線
も
ま
た
、
他
の
三
本
の
線
と
同
じ
程
度
に
南
至
を
限
る
線
と
し
て

の
妥
当
性
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
検
討
の
結
果
、
サ
ー
キ
ー
ユ
ー
メ
区
画
が
宮
域
と
し
て
か

な
り
の
妥
当
性
を
も
っ
た
区
画
で
あ
る
こ
と
を
、
ほ
ぼ
証
し
得
た
と

考
え
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
よ
う
に
区
画
す
る
こ
と
に
お
い
て
、

明
ら
か
に
不
当
な
箇
所
は
見
当
ら
な
か
っ
た
。

五
、
右
京
「
作
り
道
」
考

　
恭
仁
京
の
造
作
・
経
営
が
単
に
宮
域
内
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

広
く
京
域
内
に
お
い
て
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
　
『
冬
日

本
紀
』
の
左
の
記
事
に
よ
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
天
平
＝
二
年
八
月
二
八
日
「
遷
昌
平
城
二
土
窯
恭
仁
慈
ご

　
天
平
コ
ニ
年
九
月
一
二
日
「
班
コ
給
京
都
百
姓
宅
地
刃
従
二
賀
世
山
西
道
一

　
以
東
為
昌
左
京
⑩
以
西
為
晶
右
京
ご

　
天
平
；
一
年
　
○
月
＝
ハ
日
「
賀
世
山
東
河
造
レ
橋
。
始
レ
貝
毛
月
4
至
「
「

今
月
一
乃
成
。
召
篇
畿
内
及
諸
国
優
婆
塞
等
一
役
レ
之
。
随
レ
成
令
＝
得
度
4
惣
七

百
五
十
人
。
」

　
天
平
一
四
年
八
月
＝
二
日
（
前
引
）
　
「
宮
城
以
南
大
路
西
頭
。
与
昌
甕
原

　
宮
以
東
一
之
間
。
令
レ
造
二
大
橋
ご

　
都
翻
の
規
準
線
と
な
り
、
都
市
計
顧
の
骨
賂
と
な
る
も
の
は
道
路

（
網
）
で
あ
り
、
従
っ
て
造
都
事
業
が
道
路
や
橋
の
整
備
・
築
造
か

ら
着
手
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
道
路
の
う
ち
、

ま
ず
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
左
右
京
を
分
つ
線
と
決

め
ら
れ
た
「
賀
世
山
西
道
」
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
字
義
通
り
に
賀

世
山
（
現
在
の
鹿
背
山
）
の
医
専
を
木
津
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
縫
い
、

加
茂
の
盆
地
と
木
津
地
区
を
つ
な
ぐ
道
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

以
上
の
こ
と
は
史
料
か
ら
は
何
も
い
え
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
し
こ

の
道
が
東
西
両
端
で
そ
れ
ぞ
れ
の
平
地
に
出
た
際
、
ど
の
道
に
つ
な

が
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
若
干
の
推
論
の
余
地
が
あ
る
。

そ
の
ば
あ
い
、
東
端
に
お
い
て
こ
の
道
が
大
橋
を
介
し
て
「
宮
城
以

南
大
路
」
に
通
じ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
無
理
の
な
い
解
釈
で
あ
ろ

う
。
問
題
は
そ
の
西
端
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
あ
り
方
を
示
し
た
か
・

で
あ
る
。

　
そ
の
点
に
関
連
し
て
私
は
、
木
津
市
街
か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
に
向
か

う
道
路
沿
い
に
、
極
め
て
注
目
に
値
す
る
連
続
し
た
狭
長
な
帯
状
地

条
を
見
出
し
た
の
で
、
そ
の
観
察
・
測
地
結
果
を
報
告
し
、
そ
の
地

条
の
解
釈
、
さ
ら
に
右
京
の
都
制
に
関
す
る
予
察
を
述
べ
よ
う
と
思

、
つ
。

　
第
8
図
上
、
点
a
付
近
か
ら
点
b
付
近
ま
で
連
続
す
る
狭
長
地
条

が
そ
れ
で
あ
る
。
地
盤
の
西
側
に
沿
う
幅
五
メ
ー
ト
ル
の
道
路
・
水

路
部
分
を
除
く
実
測
の
結
果
は
、
点
。
付
近
で
幅
六
・
一
歩
ー
ト
ル
、
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点
d
付
近
で
九
・
四
～
一
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
、
点
e
付
近
で
八
・
一

メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
そ
の
幅
員
が
条
里
地
割
の
長
地
型
地
謡
に
比

較
的
近
い
こ
と
や
、
平
面
図
（
第
8
図
）
を
一
見
し
た
印
象
に
よ
っ
て
、

荒
地
型
地
割
が
連
続
し
た
も
の
と
読
み
と
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

し
か
し
そ
の
東
西
の
地
割
の
あ
り
方
か
ら
み
て
、
そ
の
解
釈
は
無
理

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
現
地
で
の
観

察
の
結
果
、
こ
の
地
酒
億
ほ
ぼ
全
体
を
通
じ
て
西
側
の
耕
地
面
、
東
側

の
耕
地
面
よ
り
共
に
一
段
低
く
刃
写
輿
引
回
、
，
点
。
付
近
で
そ
の
比
高
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○
・
七
メ
ー
ト
ル
、
点
d
付
近
で
○
・
六
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
さ
ら
に

点
e
付
近
に
至
る
と
、
西
側
耕
地
と
の
問
に
は
ほ
と
ん
ど
比
高
が
認

め
ら
れ
な
く
な
る
が
、
し
か
し
依
然
と
し
て
東
側
耕
地
と
の
間
に
は

明
瞭
な
比
高
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
道
路
か
、

写真9　「作り道」　（点d付近）

こ
と
に
よ
る
と
人
工

　
的
な
水
路
の
遺
構

．
で
は
な
い
か
と
の

印
象
を
得
た
の
で

　
あ
る
。
仮
に
こ
の

位
置
に
水
路
が
通

じ
て
い
た
も
の
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は

直
ち
に
平
城
京
や

平
安
京
に
お
け
る

堀
川
を
連
想
さ
せ
、

堀
川
は
市
と
密
接

な
関
連
を
有
し
た

こ
と
か
ら
、
西
市

の
所
在
考
定
に
重

要
な
手
が
か
り
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
現
地
耕
作
者
か
ら
の

聴
取
に
よ
る
と
、
こ
の
狭
長
地
条
の
下
に
は
涙
泥
の
よ
う
な
も
の
は

な
く
、
周
辺
耕
地
の
下
と
同
様
な
か
た
い
褐
色
の
粘
土
か
ら
成
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
現
状
で
は
こ
れ
を
道
路
遺
構
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
が
適
当
の
よ
う
で
あ
る
。
前
節
で
も
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

平
城
京
東
一
坊
大
路
趾
が
そ
の
東
西
両
側
の
耕
地
面
よ
り
一
段
低
く

な
っ
て
遺
存
し
て
い
る
状
態
に
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
現
在
の
a
l

i
b
道
路
が
か
つ
て
か
な
り
の
幅
員
を
有
し
た
こ
と
が
あ
る
、
そ
の

名
残
り
と
推
定
し
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
思
う
。

　
さ
て
、
こ
の
現
存
の
a
l
b
道
路
を
ま
っ
す
ぐ
北
へ
追
跡
す
る
と
、

木
津
市
街
を
通
り
、
さ
ら
に
木
津
川
を
越
え
て
f
1
9
道
路
に
直
線

的
に
つ
な
が
る
と
い
う
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
興
味
深
い
こ

と
に
、
　
こ
の
f
l
g
道
路
の
東
西
に
は
、
　
「
東
作
り
道
」
　
「
西
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
道
」
と
い
う
コ
ア
ザ
が
現
存
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
f
1

9
道
路
、
従
っ
て
木
津
市
街
を
へ
て
a
l
b
道
路
ま
で
の
一
本
の
道

路
が
、
あ
る
時
期
の
「
作
り
道
」
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
こ
の
道
路
は
条

里
坪
界
線
に
は
一
致
せ
ず
、
東
西
半
町
の
ズ
レ
を
も
っ
て
、
す
な
わ

ち
坪
の
中
央
を
通
じ
て
お
り
、
し
か
も
木
津
市
街
の
街
路
網
は
条
里
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坪
界
線
で
は
な
し
に
こ
の
道
路
を
規
準
と
す
る
プ
ラ
ン
に
一
致
す
る

も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
は
、
問
題
の
a
l
b
道
路
が
、
条
里
施

行
期
よ
り
遅
れ
、
し
か
も
木
津
市
街
の
発
展
に
や
や
先
だ
つ
時
期
に

設
置
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
も
っ
と
も
、
条
里
地
割
に
合
致

し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
し
も
条
里
施
行
以
後
の
造
作
を
意
味

せ
ず
、
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
作

り
道
」
と
い
う
コ
ア
ザ
が
残
る
よ
う
な
拡
充
・
整
備
が
施
さ
れ
た
の

は
、
木
津
の
河
港
と
し
て
の
重
要
性
が
増
大
す
る
時
期
に
並
行
す
る

と
考
え
る
の
が
、
無
理
の
な
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。
木
津
の
発
展
は
、

そ
の
繭
芽
は
平
城
京
の
成
立
と
共
に
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
よ

り
直
接
的
に
は
恭
仁
京
と
そ
れ
に
続
く
時
代
の
東
大
寺
の
造
営
に
負

う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
と
思
う
。

　
つ
ぎ
に
こ
の
道
路
と
泉
橋
と
の
密
接
な
関
係
に
留
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
恭
仁
廃
都
後
の
天
平
一
七
年
五
月
六
日
、
『
続
日
本
紀
』

に
「
車
駕
到
黒
谷
仁
義
泉
橋
刈
干
レ
時
。
百
姓
島
々
曽
M
車
駕
一
拝
副
風
道
左
哺

共
称
曽
”
万
歳
哺
是
日
。
到
昌
恭
仁
宮
ご
と
記
さ
れ
た
泉
橋
は
、
　
『
行
基

大
菩
薩
行
状
記
』
に
「
天
平
十
三
年
畔
木
津
川
に
大
橋
を
わ
た
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

狛
の
里
に
伽
藍
を
立
、
僧
院
と
し
て
前
橋
院
と
号
す
」
、
と
み
え
る
大

橋
で
あ
り
、
そ
の
位
置
は
古
い
泉
七
夕
の
遺
肚
に
建
つ
現
露
橋
寺
と

の
関
係
か
ら
、
9
－
h
を
結
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
事
実
ま
た
お
の
つ
か
ら
f
i
b
道
路
の
造

作
・
拡
充
の
時
期
を
う
か
が
わ
せ
る
資
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、
こ
の
道
路
が
恭
仁
京
時
代
に
も
っ
と
も
重
要

な
道
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
「
作
り
道
」

と
仮
称
す
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
作
り
道
を
南
へ
た
ど
る
と
、
盆
地
の
南
端
で
丘
陵

麓
に
沿
っ
て
南
々
西
に
屈
曲
し
、
現
在
国
鉄
関
西
本
線
が
通
じ
て
い

る
小
谷
を
通
っ
て
コ
ナ
ベ
古
墳
の
北
に
達
し
、
コ
ナ
ベ
古
墳
の
東
辺

を
経
て
平
城
京
東
二
坊
大
路
か
、
ま
た
は
酉
辺
を
経
て
平
城
宮
東
張

り
出
し
部
分
（
東
宮
）
排
撃
路
に
達
す
る
（
第
9
図
）
。
．
今
仮
に
こ
れ
を

「
コ
ナ
ベ
越
」
と
名
付
け
る
。
こ
れ
は
木
津
と
平
城
宮
を
結
ぶ
最
短

ル
ー
ト
で
あ
り
、
地
形
的
に
も
何
等
の
障
害
が
な
い
安
易
き
わ
ま
る

道
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
は
諸
家
に
ほ
と
ん

ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
通
説
は
く
り
か
え
し
歌
姫
越
か
ら
い

わ
ゆ
る
奈
良
坂
越
へ
の
変
遷
に
触
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
通

説
は
少
な
く
と
も
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

平
城
遷
都
以
前
、
大
和
と
山
背
を
結
ぶ
聴
道
は
歌
姫
越
で
あ
っ
た
。

平
城
遷
都
以
後
に
お
い
て
も
、
和
銅
四
年
（
七
一
一
）
の
著
名
な
都
亭
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至山本駅

　
　
　
ノ

第9図　恭仁京および周辺地域の概要

駅
始
置
の
記
薯
に
て
ら
し
て
、
歌
姫
越
が

長
く
正
道
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
か

な
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
平
城
京
と
木
津

と
の
交
通
上
の
つ
な
が
り
が
密
接
に
な
る

に
つ
れ
て
、
さ
ら
に
恭
仁
京
の
時
代
に
至

っ
て
一
層
、
仮
称
「
コ
ナ
ベ
越
」
の
交
通

量
が
増
し
、
こ
こ
が
実
際
上
の
弓
道
と
な

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
次
い
で
平
城

還
都
響
、
東
大
寺
の
造
営
に
伴
な
っ
て
い

わ
ゆ
る
奈
良
坂
越
の
利
用
が
増
し
、
平
城

廃
都
以
後
は
西
方
の
ニ
ル
ー
ト
の
衰
微
著

し
く
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
坂
越
が
完
全
に
斜

道
の
地
位
に
の
ぼ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
と
。
こ
こ
ま
で
の
文
中
、
奈
良
坂
越

を
常
に
「
い
わ
ゆ
る
」
を
付
し
て
呼
ん
だ

の
は
、
第
8
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
木
津

側
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ゆ
る
奈
良
坂
越
の

ル
ー
ト
に
沿
っ
て
「
奈
良
道
」
と
い
う
コ

ア
ザ
が
残
り
、
　
コ
ナ
ベ
越
の
ル
ー
ト
沿
い
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に
こ
そ
「
奈
良
坂
」
の
コ
ア
ザ
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
基
づ

い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
由
背
と
大
和
を
結
ぶ
道
と
し
て
は
、
コ
ナ
ベ

越
が
途
中
か
ら
東
へ
折
れ
て
奈
良
坂
町
に
至
る
も
の
、
つ
ま
り
南
北

両
側
の
「
奈
良
坂
」
地
名
を
結
ぶ
も
の
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
交
通
路
の
問
題
は
鋼
の
機
会
に
詳
論
す
る
こ
と
に
し
て
、
こ

こ
で
は
「
作
り
道
」
一
「
コ
ナ
ベ
越
」
ル
ー
ト
の
、
恭
仁
京
時
代
に

お
け
る
重
要
性
を
く
り
か
え
し
強
調
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
次
に
は
前
述
の
「
賀
世

山
西
古
し
が
ど
の
地
点
で
こ
の
「
作
り
道
」
1
・
「
コ
ナ
ベ
越
」
の
跨
道

に
つ
な
が
っ
て
い
た
か
が
問
題
に
な
る
。
賀
世
山
西
道
が
東
か
ら
第

8
無
点
i
付
近
に
至
っ
て
木
津
付
近
の
平
野
に
臨
ん
だ
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
こ
か
ら
西
な
い
し
酉
南
の
ル
ー
ト

を
復
原
す
る
こ
と
は
、
現
状
で
は
む
つ
か
し
く
、
た
だ
左
の
よ
う
な

二
つ
の
ル
ー
ト
を
、
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
挙
げ
得
る
に
す
ぎ

な
い
。
第
一
は
点
i
か
ら
岡
田
国
紳
祉
の
前
を
通
っ
て
点
b
に
至
る
、

終
始
鹿
背
山
の
西
麓
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
西
麓
と
は
い
っ
て
も
必

ず
し
も
山
麓
傾
斜
変
換
線
に
沿
う
も
の
で
は
な
く
、
こ
と
に
そ
の
北

半
部
で
は
、
現
在
ま
で
に
開
拓
さ
れ
て
い
る
山
麓
斜
面
の
ほ
ぼ
中
位

の
高
さ
の
と
こ
ろ
を
、
等
高
線
沿
い
に
農
道
が
通
じ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
ル
ー
ト
を
仮
想
し
た
。
岡
田
国
神
社
以
南
の
部
分
は

国
鉄
関
西
線
の
敷
設
に
よ
っ
て
古
い
道
路
の
痕
跡
は
破
壊
さ
れ
た
が
、

明
治
二
〇
年
測
量
の
仮
製
地
形
図
（
二
万
分
ノ
一
、
奈
良
）
に
よ
る
と
、

こ
の
部
分
に
道
路
、
ま
た
は
道
路
の
痕
跡
を
思
わ
せ
る
狭
長
な
地
条

が
認
め
ら
れ
て
、
古
く
こ
の
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
唆
す

る
よ
う
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
山
麓
を
縫
っ
て
点
b
ま
で
賀
世

山
酉
道
が
続
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
恭
仁
宮
と
平
城
宮
を
最

短
距
離
で
結
ぶ
道
で
あ
り
、
ま
た
左
右
京
の
界
線
と
し
て
も
極
め
て

格
好
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
は
点
i
ま
た
は
一
付
近
か

ら
ま
っ
す
ぐ
西
行
し
、
点
k
ま
た
は
一
で
「
作
り
道
」
に
合
す
る
も

の
で
あ
る
。
現
在
は
国
鉄
木
津
駅
の
た
め
に
付
近
の
東
西
道
路
は
若

干
変
化
し
て
い
る
が
、
仮
製
地
形
図
（
明
治
二
一
年
測
量
、
二
万
分
ノ
一
、

木
津
町
）
に
よ
る
と
、
i
－
k
を
結
ぶ
古
い
道
が
確
認
さ
れ
る
。

　
考
え
ら
れ
る
二
つ
の
ル
ー
ト
と
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
も
と

よ
り
ど
ち
ら
か
一
つ
だ
け
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

想
像
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
な
る
が
、
爽
か
ら
点
i
に
達
し
さ
ら
に
点

i
－
b
を
結
ぶ
文
宇
通
り
の
「
鹿
背
山
西
道
」
が
あ
っ
て
左
右
京
の

分
界
線
を
な
し
た
と
同
時
に
、
i
－
k
な
い
し
・
3
1
1
を
結
ぶ
道
路

も
ま
た
存
し
、
木
津
の
河
港
と
恭
仁
宮
の
お
か
れ
た
左
京
地
区
と
を
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最
短
距
離
で
結
ぶ
い
わ
ば
産
業
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
た
有
様
を

思
い
描
く
の
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
と
も
か
く
、
現
在
の
私
は
点
i
付
近
か
ら
西
な
い
し
西
南
の
方
向

の
木
津
周
辺
平
野
は
右
京
に
属
し
、
そ
の
右
京
に
お
け
る
都
市
計
画

の
中
心
線
と
し
て
「
作
り
道
」
が
新
た
に
開
か
れ
た
か
ま
た
は
整
備

拡
充
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
道
に
合
致
す
る
プ
ラ
ン
に
乗
っ
て
い

る
現
木
津
町
の
町
割
は
、
こ
と
に
よ
る
と
恭
仁
京
の
思
懸
の
痕
跡
を

伝
え
る
も
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た

い
と
思
う
。

六
、
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
屡
説
し
た
と
こ
ろ
に
限
っ
て
、
　
一
枚
の
概
要
図
に
ま
と
め
た

の
が
、
前
節
に
掲
げ
た
第
9
図
で
あ
る
。
網
図
に
お
け
る
内
容
の
乏
．

し
さ
は
、
そ
の
ま
ま
恭
仁
京
に
関
す
る
残
さ
れ
た
研
究
課
題
の
多
さ

を
物
語
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
さ
ま
思
い
う
か

ぶ
点
だ
け
を
あ
げ
て
も
、
京
域
の
限
界
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
る
か
と

い
う
問
題
、
そ
れ
に
関
連
し
て
京
域
と
帯
域
と
の
問
題
、
京
内
諸
施

設
、
た
と
え
ば
東
西
市
の
位
置
の
問
題
、
京
三
宅
地
割
や
本
稿
で
触

れ
た
以
外
の
道
路
の
問
題
、
恭
仁
京
と
山
背
国
府
、
相
楽
郡
家
、
岡
田

駅
、
鋳
銭
司
な
ど
地
方
官
衙
・
工
房
と
の
位
置
関
係
の
問
題
な
ど
そ

の
数
は
多
い
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で

試
み
た
と
同
じ
方
法
に
よ
っ
て
、
既
に
問
題
解
明
の
き
っ
か
け
を
得
、

検
討
を
加
え
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
が
、
な
お
し
ば
ら
く
考
察
の
時
間

を
か
り
、
そ
の
発
表
は
第
二
報
以
下
に
ゆ
ず
り
た
い
と
思
う
。
大
胆

・
粗
雑
な
議
論
・
記
述
に
終
始
し
た
本
稿
で
は
あ
る
が
、
内
容
に
関

し
て
諸
賢
の
御
叱
正
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

　
現
地
で
の
実
測
に
あ
た
っ
て
は
京
都
大
学
大
学
院
の
金
田
章
裕
・
高
橋
誠
一
、
学

部
学
生
秋
山
元
秀
の
三
氏
に
お
手
伝
い
願
っ
た
。
ま
た
、
加
茂
・
木
津
両
町
役
場
で

は
、
地
籍
図
の
閲
覧
に
便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
い
た
。
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

る
。
な
お
ま
た
、
本
稿
は
昭
和
幽
三
年
度
文
部
雀
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
、
代
表

者
京
都
大
学
藤
岡
謙
二
郎
教
授
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
…
部
で
あ
り
、
そ
の
概
要
は

四
四
年
度
歴
史
地
理
学
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
で
発
表
し
た
。

①
代
表
的
な
も
の
を
例
示
す
る
と
、
喜
田
貞
吉
は
「
ム
、
瓶
原
村
に
國
分
寺
の
遺
祉

　
を
伝
へ
て
居
る
の
は
、
即
ち
当
時
の
大
極
殿
の
所
在
地
と
見
て
宜
か
ら
う
」
。
（
『
帝

　
都
』
、
昭
和
一
四
年
、
目
本
学
術
普
及
会
、
二
〇
三
頁
）
と
述
べ
、
大
弁
重
二
郎
も

　
「
大
極
殿
の
遣
構
が
、
瓶
．
原
村
役
場
の
地
に
残
り
、
…
…
」
　
（
『
上
代
の
帝
都
』
、

　
昭
和
一
九
年
、
立
命
醜
出
版
部
、
二
七
六
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

②
工
藤
圭
章
「
平
城
京
と
平
城
宮
」
、
『
暇
本
の
考
古
学
』
W
、
昭
和
四
二
年
、
河

　
出
書
一
房
、
所
…
取
。

③
『
京
都
府
相
楽
郡
誌
』
、
大
正
九
年
目
三
七
一
頁
。
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④
谷
岡
武
雄
『
平
野
の
開
発
』
、
昭
和
三
九
年
、
古
今
書
院
、
三
六
～
三
七
頁
。

⑥
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
韮
臨
、
昭
和
三
七
年
、
＝
　
頁
。

⑥
斎
藤
忠
『
日
本
古
代
遺
跡
の
研
究
総
説
』
、
（
昭
和
四
三
年
、
吉
川
弘
文
館
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ

　
で
、
著
者
は
朝
堂
院
を
大
極
殿
地
区
、
朝
堂
地
区
、
朝
集
殿
地
区
の
三
つ
に
地
区

　
区
分
し
て
呼
ん
で
お
り
、
こ
れ
が
便
利
な
呼
称
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
も
用
い
る
。

⑦
前
掲
注
⑤

⑧
　
前
掲
注
③
、
三
七
三
～
三
七
四
頁
。

⑨
前
掲
注
⑤

⑩
『
平
城
宮
発
掘
調
査
報
告
皿
』
、
昭
和
三
八
年
、
五
二
頁
。

⑪
山
根
徳
太
郎
「
難
波
宮
大
安
殿
」
、
『
日
本
歴
史
考
古
学
論
叢
』
、
昭
和
閤
｝
年
、

　
吉
川
弘
文
館
、
所
収
。

（
⑬
　
平
城
宮
雛
　
次
朝
堂
院
・
内
裏
か
ら
第
二
次
の
そ
れ
へ
の
移
建
年
代
に
つ
い
て
、

　
調
査
当
初
は
ω
天
平
末
年
、
②
天
平
勝
宝
年
間
、
③
天
平
宝
字
盗
聞
の
い
ず
れ
か

　
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
『
報
告
書
皿
』
）
。
し
か
し
そ
の
後
の
調
査
で
、
第
二

　
次
内
裏
北
東
隅
外
側
、
大
宮
垣
内
側
に
あ
た
る
土
嬢
か
ら
天
平
末
年
の
年
号
が
記

　
さ
れ
た
木
簡
が
集
中
的
に
出
土
し
、
こ
れ
が
第
二
次
内
裏
建
設
の
時
期
に
一
度
に

　
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
天
平
末
年
説
が
重
要
視

　
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
狩
野
久

　
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

⑬
　
前
掲
注
③
、
三
八
四
～
三
八
六
頁
参
照
。

⑭
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
宮
沢
智
士
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

⑯
　
平
城
金
蓮
天
門
南
の
玉
石
敷
部
分
の
嘱
、
朝
堂
院
南
辺
と
宮
域
南
辺
の
間
隔
に

　
つ
い
て
は
、
宮
沢
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

⑯
前
掲
注
③
、
三
七
二
頁
。

⑰
前
掲
注
③
、
三
七
四
頁
。

⑱
前
掲
注
③
、
三
七
四
頁
。

⑲
高
橋
誠
一
氏
の
御
教
示
に
よ
る
と
、
藤
原
京
域
で
は
田
じ
め
の
下
に
漁
泥
の
う

　
ま
っ
た
水
路
遺
構
が
見
出
ざ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
従
っ
て
こ

　
こ
で
も
な
お
今
後
の
調
査
の
要
は
あ
る
。

⑳
木
下
良
「
山
城
国
府
の
所
在
と
そ
の
移
転
」
、
『
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究

　
所
・
社
会
科
学
』
三
－
二
・
三
（
合
併
号
）
、
昭
和
四
三
年
。

⑳
泉
橋
院
（
寺
）
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
一
八
年
三
月
三
日

　
の
記
事
に
「
是
臼
。
山
城
醒
泉
橋
寺
申
出
日
。
故
僧
正
行
基
。
五
畿
境
内
建
訓
立

　
辮
九
院
哺
泉
東
寺
是
共
一
也
。
泉
譲
渡
口
。
正
当
二
寺
門
↓
河
水
流
急
。
橋
梁
易
レ

　
破
。
毎
レ
遭
二
洪
水
④
行
路
不
レ
逓
。
…
…
」
と
あ
っ
て
『
行
状
記
』
の
記
載
の
確
か

　
さ
が
ほ
貰
認
め
ら
れ
る
が
、
た
貰
創
建
年
に
つ
い
て
は
『
行
基
年
譜
』
（
『
続
々
群

　
嘗
類
従
』
所
叡
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ト
へ

　
　
　
　
「
行
年
七
十
三
歳
卸

　
　
　
　
聖
武
十
七
年
　
天
平
十
二
年

　
　
　
　
発
芥
泉
橘
（
橋
p
）
院

　
　
　
　
至
福
自
筆

　
　
　
　
　
巳
上
山
城
罵
相
楽
郡
大
堺
村
泉
橋
院
」

　
と
あ
っ
て
、
　
『
行
状
記
』
と
　
年
の
ち
が
い
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
大
橋
の
建
造
も

　
天
平
十
二
年
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
一
年
の
ち
が
い
は
小
論
を

　
進
め
る
上
で
は
問
題
と
す
る
に
足
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
立
大
学
教
養
部
講
師
）
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les　pays　oix　il　se　developpe，　et　notamment　en　Grande－Bretagrie．　L’

Atelier　songe　b　creer　des　liens　de　solidarit6　entre・　les　classes　！aborieuses

en　Grande－Bretagne　et　France．　A　la　veille　de　1848，　voila，　il　me　semb！e，

le　expression　d’une　prise　de　conscience　de　classe　d’ouvriers　frangais

devant　le　capitalisme　mondial　en　formant．

A’Geographical　Study　of　One　of　the　Ancient

　　Capital　Cities　in　Japan，　Kuni－kyo恭仁京

　　　　　　　by

Kenryo　Ashikaga

　　Through　the　examination　of　the　roads，　ditches，　footpaths　and　micro

topography　by　the　aerial　photographs　of　one　ten－thousandth　with　the

observation　and　survey　of　the　necessary　spots，　the　auther　is　to　trace

back　the　plan　of　Kuni－kyu－chodoin恭仁宮朝堂院，　Dairi内裏，．　Daidair圭．

内裏（court　area）．and　the　main　streets　of　the　metropoiis．

　　The　result　was　as　fo11ows　；

　　（1）　the　plaln　surface　was　recognized　which　was　thought　to　be　the

site　of　Chodoin朝堂院，　divlded　all　around　by．the　naturai　or　artificial

small　cliffs　and　clear　ditches，　about　two　hundred　meters　from　east　to

west　and　about　five　hundred　from　south　to　north．

　　（2）　the　site　nearly　on　the　north　of　the　Chodoin　was　assumed　to　be

Dairi，　eBclosed　with　the　square　ditch　of　a’side　which　abouttwo　hundred

meters　long．

　　（3）　As　a　result　of　drawing　the　site　of　Kuni－kyu　（Daidairi）　with　eight

cho町（about　one　thousand　meters）square　around　the　assumed　Chodoin

and　Dairi，　the　site　is　naturally　thought　to　be　the　court　area，　judging

from　every　point　such　as　the　pattern　of　roads　or　ditches，　topography

and　the　place　name．

　　（4）Still　more　in　the　Kizu木津area，　considered　as　Ukyo右京in

Kuni－kyo恭仁京，　the　si乞e　of　the　road　was　found　which　played　the　most

important　part　in　the　contemporary　and　was　possib！y　constructed　in

the　preiod　of　Kuni－kyo．　：

（465）


